




２ 武力紛争の際の文化財の保護に関する法律施行規則

（１）特定文化財の指定の基準

武力紛争の際の文化財の保護に関する法律（以下「法」という ）第３条第１項。

の特定文化財の指定の基準を次のとおり定めたこと （第１条関係）。

① 条約第１条（ａ）に掲げるもののうち動産である文化財（文化財保護法

（昭和２５年法律第２１４号）第２条第１項に掲げる文化財をいう ）を保。

存し、又は公開する施設であって、武力攻撃事態において保護する必要性

が高いものであること。

② 条約第１条（ａ）に掲げるもののうち動産若しくは不動産である文化財

又は①に掲げる施設が集中し、かつ、保存のための適切な措置が講じられ

ている地区であって、武力攻撃事態において保護する必要性が高いもので

あること。

（２）特定文化財の指定の手続

ア 特定文化財を指定したときは、当該特定文化財を正当な権原に基づき管理

する者に通知することを定めたこと （第２条関係）。

イ 特定文化財についてその指定の必要がなくなったと認めるときは、当該指

定を解除するとともに、その旨を官報に公示することを定めたこと （第３条。

関係）

（３）被占領地域流出文化財の指定の手続

ア 法第４条第２項の被占領地域流出文化財の指定の要件を次のいずれにも該

当することと定めたこと （第４条関係）。

① 法第４条第１項第１号又は第２号に規定する議定書締約国文化財である

こと。

② 法の施行前に、武力紛争の際の文化財の保護に関する議定書の締約国間

の武力紛争において占領されていた地域から輸出された議定書締約国文化

財でないこと。

イ 被占領地域流出文化財についてその指定の必要がなくなったと認めるとき

は、当該指定を解除するとともに、その旨を官報に公示することを定めたこ

と （第５条関係）。

（４）武力攻撃事態における特殊標章の使用の方法

ア 国内文化財（法第２条第１号に規定する国内文化財をいう。以下同じ ）を。

識別させるために特殊標章を使用しようとする者は、１個の特殊標章を用い

るものとしたこと （第６条第１項関係）。

イ 国内文化財の輸送（条約第１２条又は第１３条に定める条件に従って行わ

れるものに限る ）のために使用する車両その他の輸送手段を識別させるため。

に特殊標章を使用しようとする者は、３個の特殊標章を三角形の形（１個を

下方に置く ）に並べて用いるものとしたこと。この場合において、特殊標章。

は、昼間において上空及び地上から明確に視認できるように配置しなければ

ならないこととしたこと （第６条第２項関係）。

ウ 不動産である国内文化財を識別させるために特殊標章を使用する場合は、



文部科学大臣が交付する許可証を同時に掲示しなければならないこととした

こと （第６条第３項関係）。

（５）身分証明書の様式

法第６条第３項の身分証明書の様式を定めたこと （第１２条関係）。

（６）特殊標章の様式

法第６条の特殊標章の様式について下のとおり定めたこと （第１３条関係）。

注１ 色彩については、斜線の部分は紺青色、その他の部分は白色とする。

注２ 使用の際には、適宜見やすい大きさとする。

（参考）

○武力紛争の際の文化財の保護に関する条約

＜主な内容＞

①平時から文化財を守るための措置をとること。

②武力紛争時に文化財を尊重すること。

③特別保護制度を設けること。

④武力紛争時に文化財を守るための特殊標章を使用すること。

○武力紛争の際の文化財の保護に関する議定書

＜主な内容＞

①被占領地域から自国に輸入される文化財を管理すること。

②輸入された文化財を紛争終結時に返還すること。

○千九百九十九年三月二十六日にハーグで作成された武力紛争の際の文化財の

保護に関する千九百五十四年のハーグ条約の第二議定書

＜主な内容＞

①強化保護制度を設けること。

②文化財への攻撃、軍事目的利用、破壊、盗取等を処罰すること。

担当 文化庁文化財部伝統文化課企画係

電話 03-5253-4111（内線3159）
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に
規
定
す
る
動
産
の
文
化
財
を
保
存
し
、
又
は
展
示
す
る
こ
と
を
主
要
な
及
び
実
際
の
目
的
と
す
る
建
造
物
。
例
え

(b)

(a)
ば
、
次
の
も
の
を
い
う
。

博
物
館

大
規
模
な
図
書
館
及
び
記
録
文
書
の
保
管
施
設

武
力
紛
争
の
際
に

に
規
定
す
る
動
産
の
文
化
財
を
収
容
す
る
た
め
の
避
難
施
設

(a)

及
び

に
規
定
す
る
文
化
財
が
多
数
所
在
す
る
地
区
（
以
下
「
記
念
工
作
物
集
中
地
区
」
と
い
う
。
）

(c)

(a)

(b)

第
二
条

文
化
財
の
保
護

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
文
化
財
の
保
護
は
、
文
化
財
の
保
全
及
び
尊
重
か
ら
成
る
。

第
三
条

文
化
財
の
保
全

締
約
国
は
、
適
当
と
認
め
る
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
武
力
紛
争
に
よ
る
予
見
可

能
な
影
響
か
ら
保
全
す
る
こ
と
に
つ
き
、
平
時
に
お
い
て
準
備
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
四
条

文
化
財
の
尊
重

１

締
約
国
は
、
自
国
及
び
他
の
締
約
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
、
そ
の
隣
接
す
る
周
囲
並
び
に
当
該
文
化
財
の
保
護
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の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
設
備
を
武
力
紛
争
の
際
に
当
該
文
化
財
を
破
壊
又
は
損
傷
の
危
険
に
さ
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
目

的
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
こ
と
並
び
に
当
該
文
化
財
に
対
す
る
敵
対
行
為
を
差
し
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
文
化
財
を
尊
重
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

２

１
に
定
め
る
尊
重
す
る
義
務
は
、
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
き
当
該
義
務
の
免
除
が
絶
対
的
に
要
請
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、

免
除
さ
れ
得
る
。

３

締
約
国
は
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
り
文
化
財
を
盗
取
し
、
略
奪
し
、
又
は
横
領
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
い
か
な
る
行
為
に

よ
り
文
化
財
を
損
壊
す
る
こ
と
も
禁
止
し
、
防
止
し
、
及
び
必
要
な
場
合
に
は
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
締
約
国

は
、
他
の
締
約
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
動
産
の
文
化
財
の
徴
発
を
差
し
控
え
る
。

４

締
約
国
は
、
復
仇
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
る
文
化
財
に
対
す
る
い
か
な
る
行
為
も
差
し
控
え
る
。

き
ゅ
う

５

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
が
前
条
に
定
め
る
保
全
の
措
置
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
他
の
締
約
国

に
つ
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
自
国
が
負
う
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
条

占
領

１

他
の
締
約
国
の
領
域
の
全
部
又
は
一
部
を
占
領
し
て
い
る
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
被
占
領
国
の
文
化
財
の
保
全
及
び
保
存
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に
関
し
、
被
占
領
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
を
で
き
る
限
り
支
援
す
る
。

２

占
領
地
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
で
あ
っ
て
軍
事
行
動
に
よ
り
損
傷
を
受
け
た
も
の
を
保
存
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
占
領
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
当
該
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
占
領

国
は
、
で
き
る
限
り
、
か
つ
、
当
該
当
局
と
緊
密
に
協
力
し
て
、
最
も
必
要
と
さ
れ
る
保
存
の
た
め
の
措
置
を
と
る
。

３

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
そ
の
政
府
が
抵
抗
運
動
団
体
の
構
成
員
に
よ
り
正
当
な
政
府
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
可
能
な
と
き
は
、
文
化
財
の
尊
重
に
関
す
る
こ
の
条
約
の
規
定
を
遵
守
す
る
義
務
に
つ
い
て
当
該
抵
抗
運
動
団
体

の
構
成
員
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

第
六
条

文
化
財
の
識
別
の
た
め
の
表
示

第
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
文
化
財
に
は
、
そ
の
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
に
特
殊
標
章
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

軍
事
的
な
措
置

１

締
約
国
は
、
平
時
に
お
い
て
軍
事
上
の
規
則
又
は
命
令
に
こ
の
条
約
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
を
含
め
る
こ
と
並

び
に
自
国
の
軍
隊
の
構
成
員
に
つ
い
て
す
べ
て
の
人
民
の
文
化
及
び
文
化
財
に
対
す
る
尊
重
の
精
神
を
育
成
す
る
こ
と
を
約

束
す
る
。
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２

締
約
国
は
、
平
時
に
、
自
国
の
軍
隊
に
お
い
て
、
文
化
財
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
及
び
文
化
財
の
保
全
に
つ
い
て
責
任

を
有
す
る
軍
当
局
以
外
の
当
局
と
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
若
し
く
は
専
門
官
の
設
置
を
計
画
す
る
こ
と
又
は
こ

れ
ら
を
設
置
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
二
章

特
別
の
保
護

第
八
条

特
別
の
保
護
の
付
与

１

武
力
紛
争
の
際
に
動
産
の
文
化
財
を
収
容
す
る
た
め
の
限
定
さ
れ
た
数
の
避
難
施
設
、
限
定
さ
れ
た
数
の
記
念
工
作
物
集

中
地
区
及
び
そ
の
他
の
特
に
重
要
な
不
動
産
の
文
化
財
は
、
こ
れ
ら
の
避
難
施
設
等
が
次
の

及
び

の
条
件
を
満
た
す
場

(a)

(b)

合
に
限
り
、
特
別
の
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

大
規
模
な
工
業
の
中
心
地
又
は
攻
撃
を
受
け
や
す
い
地
点
と
な
っ
て
い
る
重
要
な
軍
事
目
標
（
飛
行
場
、
放
送
局
、
国

(a)
家
の
防
衛
上
の
業
務
に
使
用
さ
れ
る
施
設
、
比
較
的
重
要
な
港
湾
又
は
鉄
道
停
車
場
、
幹
線
道
路
等
）
か
ら
十
分
な
距
離

を
置
い
て
所
在
す
る
こ
と
。

軍
事
的
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

(b)
２

動
産
の
文
化
財
の
た
め
の
避
難
施
設
は
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
爆
弾
に
よ
る
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
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建
造
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
在
地
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
特
別
の
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

記
念
工
作
物
集
中
地
区
は
、
軍
事
上
の
要
員
又
は
資
材
の
移
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
（
通
過
の
場
合
を
含

む
。
）
に
は
、
軍
事
的
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
軍
事
行
動
、
軍
事
上
の
要
員
の
駐
屯
又
は
軍
需

品
の
生
産
に
直
接
関
連
す
る
活
動
が
記
念
工
作
物
集
中
地
区
内
で
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

４

１
に
規
定
す
る
文
化
財
の
警
備
に
つ
い
て
特
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
武
装
し
た
管
理
者
が
当
該
文
化
財
の
警
備
を
行
う
こ

と
又
は
公
の
秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
通
常
責
任
を
有
す
る
警
察
が
当
該
文
化
財
の
付
近
に
所
在
す
る
こ
と
は
、
当
該
文
化
財

の
軍
事
的
目
的
の
た
め
の
利
用
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

５

１
に
規
定
す
る
文
化
財
の
い
ず
れ
か
が
１
に
規
定
す
る
重
要
な
軍
事
目
標
の
付
近
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
別

の
保
護
を
要
請
す
る
締
約
国
が
武
力
紛
争
の
際
に
当
該
軍
事
目
標
を
使
用
し
な
い
こ
と
及
び
特
に
港
湾
、
鉄
道
停
車
場
又
は

飛
行
場
に
つ
い
て
当
該
港
湾
等
を
起
点
と
す
る
す
べ
て
の
運
送
を
他
に
振
り
替
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
と
き
は
、
当
該
文
化

財
を
特
別
の
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
振
替
は
、
平
時
に
お
い
て
準
備
す
る
も
の

と
す
る
。

６

特
別
の
保
護
は
、
文
化
財
を
「
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
の
国
際
登
録
簿
」
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
文
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化
財
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
登
録
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
、
か
つ
、
こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
条

件
に
従
っ
て
の
み
行
う
。

第
九
条

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い

締
約
国
は
、
前
条
６
に
規
定
す
る
国
際
登
録
簿
へ
の
登
録
の
時
か
ら
、
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
対
す
る
敵
対
行

為
を
差
し
控
え
る
こ
と
及
び
同
条
５
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
当
該
文
化
財
又
は
そ
の
周
囲
の
軍
事
的
目
的
の
た
め
の
利

用
を
差
し
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
十
条

識
別
及
び
管
理

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
は
、
武
力
紛
争
の
間
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
に
よ
っ
て
表
示
す
る
も
の
と

し
、
こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
国
際
的
な
管
理
の
下
に
置
か
れ
る
。

第
十
一
条

特
別
な
取
扱
い
の
停
止

１

締
約
国
の
一
が
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
文
化
財
に
関
し
て
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
違
反
す
る
行

為
を
行
う
場
合
に
は
、
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
が
継
続
す
る
限
り
、
当
該
文
化
財
に
関
す
る
特

別
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
義
務
を
免
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も
、
ま
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ず
、
合
理
的
な
期
間
内
に
当
該
違
反
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い
は
、
や
む
を
得
な
い
軍

事
上
の
必
要
が
あ
る
例
外
的
な
場
合
に
の
み
、
か
つ
、
当
該
軍
事
上
の
必
要
が
継
続
す
る
間
に
限
り
、
停
止
さ
れ
る
。
当
該

軍
事
上
の
必
要
は
、
師
団
に
相
当
す
る
規
模
の
兵
力
又
は
師
団
よ
り
も
大
き
い
規
模
の
兵
力
の
指
揮
官
の
み
が
認
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
事
情
が
許
す
と
き
は
い
つ
で
も
、
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
特
別
な
取
扱
い
が
停
止
さ
れ
る
旨
の
決
定
に

つ
い
て
合
理
的
な
期
間
内
に
事
前
に
通
報
を
受
け
る
。

３

特
別
な
取
扱
い
を
停
止
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
規
定
す
る
文
化
財
管
理
官
に
対
し
、
理
由
を
明

示
し
た
書
面
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
そ
の
旨
を
通
報
す
る
。

第
三
章

文
化
財
の
輸
送

第
十
二
条

特
別
の
保
護
の
下
に
お
け
る
輸
送

１

専
ら
文
化
財
の
移
動
を
行
う
輸
送
は
、
一
の
領
域
内
で
行
う
か
又
は
他
の
領
域
に
向
け
て
行
う
か
を
問
わ
ず
、
関
係
締
約

国
の
要
請
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
特
別
の
保
護
の
下
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
別
の
保
護
の
下
に
お
け
る
輸
送
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
国
際
的
な
監
視
の
下
で
行
う
も
の
と
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し
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
を
表
示
す
る
。

３

締
約
国
は
、
特
別
の
保
護
の
下
に
お
け
る
輸
送
に
対
す
る
い
か
な
る
敵
対
行
為
も
差
し
控
え
る
。

第
十
三
条

緊
急
の
場
合
に
お
け
る
輸
送

１

締
約
国
は
、
特
に
武
力
紛
争
が
開
始
さ
れ
た
時
に
、
特
定
の
文
化
財
の
安
全
の
た
め
当
該
文
化
財
の
移
動
が
必
要
で
あ

り
、
か
つ
、
事
態
が
緊
急
で
あ
る
た
め
に
前
条
に
定
め
る
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
文
化

財
に
つ
い
て
同
条
に
定
め
る
特
別
な
取
扱
い
の
要
請
が
か
つ
て
行
わ
れ
、
拒
否
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
限
り
、
当
該
文
化
財
の

輸
送
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
、
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
に
対
し
て
通
報
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
国
の
領
域
へ
の
文
化
財
の
輸
送
に
つ
い

て
は
、
特
別
な
取
扱
い
が
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
特
殊
標
章
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
輸
送
で
あ
っ
て
特
殊
標
章
を
表
示
し
て
い
る
も
の
に
対
す
る
敵
対
行
為
を
避
け
る
た
め
、
で

き
る
限
り
、
必
要
な
予
防
措
置
を
と
る
。

第
十
四
条

押
収
、
拿
捕
及
び
捕
獲
か
ら
の
免
除

だ

１

次
の

及
び

に
つ
い
て
は
、
押
収
、
拿
捕
及
び
捕
獲
か
ら
の
免
除
が
与
え
ら
れ
る
。

だ

(a)

(b)
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第
十
二
条
又
は
前
条
に
定
め
る
保
護
を
受
け
る
文
化
財

(a)

専
ら

に
規
定
す
る
文
化
財
の
移
動
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
輸
送
手
段

(b)

(a)

２

こ
の
条
の
規
定
は
、
臨
検
及
び
捜
索
の
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
四
章

要
員

第
十
五
条

要
員

安
全
保
障
上
の
利
益
に
合
致
す
る
限
り
に
お
い
て
、
文
化
財
の
保
護
に
従
事
す
る
要
員
は
、
文
化
財
の
保
護
の
た
め
に
尊
重

さ
れ
、
ま
た
、
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
要
員
が
責
任
を
有
す
る
文
化
財
が
同

様
に
当
該
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
と
き
は
、
自
己
の
任
務
を
引
き
続
き
遂
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。

第
五
章

特
殊
標
章

第
十
六
条

条
約
の
標
章

１

こ
の
条
約
の
特
殊
標
章
は
、
先
端
が
下
方
に
向
き
、
か
つ
、
青
色
と
白
色
と
で
斜
め
十
字
に
四
分
さ
れ
た
盾
（
一
角
が
そ

の
盾
の
先
端
を
形
成
す
る
紺
青
色
の
正
方
形
、
当
該
正
方
形
の
上
方
に
位
置
す
る
紺
青
色
の
三
角
形
及
び
当
該
三
角
形
の
両
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側
を
占
め
る
白
色
の
三
角
形
か
ら
成
る
も
の
）
の
形
を
し
た
も
の
と
す
る
。

２

特
殊
標
章
は
、
次
条
に
定
め
る
条
件
に
従
い
、
一
個
の
み
で
、
又
は
三
個
を
三
角
形
の
形
（
一
個
の
盾
を
下
方
に
置
く
。
）

に
並
べ
て
用
い
る
。

第
十
七
条

標
章
の
使
用

１

三
個
を
並
べ
て
用
い
る
特
殊
標
章
は
、
次
の
も
の
を
識
別
す
る
手
段
と
し
て
の
み
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
不
動
産
の
文
化
財

(a)

第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
文
化
財
の
輸
送

(b)

こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
る
臨
時
の
避
難
施
設

(c)
２

一
個
の
み
で
用
い
る
特
殊
標
章
は
、
次
の
も
の
を
識
別
す
る
手
段
と
し
て
の
み
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
の
保
護
の
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
文
化
財

(a)

こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
従
っ
て
管
理
の
任
務
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者

(b)

文
化
財
の
保
護
に
従
事
す
る
要
員

(c)

こ
の
条
約
の
施
行
規
則
に
定
め
る
身
分
証
明
書

(d)
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３

武
力
紛
争
の
間
、
特
殊
標
章
の
使
用
は
、
１
及
び
２
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
禁
止
す
る
も
の

と
し
、
特
殊
標
章
に
類
似
す
る
標
識
の
使
用
は
、
そ
の
目
的
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
禁
止
す
る
。

４

特
殊
標
章
は
、
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
正
当
に
日
付
を
記
入
し
、
か
つ
、
署
名
し
た
許
可
書
が
同
時
に
表
示
さ
れ

な
い
限
り
、
い
か
な
る
不
動
産
の
文
化
財
に
も
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
章

条
約
の
適
用
範
囲

第
十
八
条

条
約
の
適
用

１

こ
の
条
約
は
、
平
時
に
効
力
を
有
す
る
規
定
を
除
く
ほ
か
、
二
以
上
の
締
約
国
の
間
に
生
ず
る
宣
言
さ
れ
た
戦
争
又
は
そ

の
他
の
武
力
紛
争
の
場
合
に
つ
い
て
、
当
該
締
約
国
の
一
又
は
二
以
上
が
戦
争
状
態
を
承
認
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
適
用

す
る
。

２

こ
の
条
約
は
、
ま
た
、
締
約
国
の
領
域
の
一
部
又
は
全
部
が
占
領
さ
れ
た
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
占
領
が
武
力

抵
抗
を
受
け
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
適
用
す
る
。

３

紛
争
当
事
国
の
一
が
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い
場
合
に
も
、
締
約
国
で
あ
る
紛
争
当
事
国
は
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
お

い
て
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
引
き
続
き
拘
束
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
締
約
国
で
あ
る
紛
争
当
事
国
は
、
締
約
国
で
な
い
紛
争
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当
事
国
が
こ
の
条
約
の
規
定
を
受
諾
す
る
旨
を
宣
言
し
、
か
つ
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
適
用
す
る
限
り
、
当
該
締
約
国
で
な

い
紛
争
当
事
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。

第
十
九
条

国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
紛
争

１

締
約
国
の
一
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
は
、
各
紛
争
当
事
者
は
、
少
な
く
と

も
、
こ
の
条
約
の
文
化
財
の
尊
重
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

紛
争
当
事
者
は
、
特
別
の
合
意
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
他
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
。

３

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
そ
の
役
務
を
紛
争
当
事
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
は
、
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
七
章

条
約
の
実
施

第
二
十
条

条
約
の
施
行
規
則

こ
の
条
約
を
適
用
す
る
た
め
の
手
続
は
、
こ
の
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
施
行
規
則
に
定
め
る
。

第
二
十
一
条

利
益
保
護
国

こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
は
、
紛
争
当
事
国
の
利
益
の
保
護
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
利
益
保
護
国
の
協
力
を
得
て
適
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用
す
る
。

第
二
十
二
条

調
停
手
続

１

利
益
保
護
国
は
、
文
化
財
の
保
護
の
た
め
に
有
益
と
認
め
る
す
べ
て
の
場
合
、
特
に
、
こ
の
条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の

適
用
又
は
解
釈
に
関
し
て
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
。

２

こ
の
た
め
、
各
利
益
保
護
国
は
、
一
の
締
約
国
若
し
く
は
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り

又
は
自
己
の
発
意
に
よ
り
、
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
、
特
に
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
責

任
を
有
す
る
当
局
が
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
適
切
に
選
ば
れ
た
中
立
の
地
域
に
お
い
て
、
会
合
す
る
よ
う
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
自
国
に
対
し
て
な
さ
れ
た
会
合
の
提
案
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
益
保
護
国
は
、
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
に
対
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
た
め
、
中
立
国
に
属
す
る
者
又
は
同
事
務
局
長

か
ら
提
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
当
該
会
合
に
議
長
の
資
格
で
参
加
す
る
よ
う
招
請
さ
れ
る
も
の
を
提
案
す
る
。

第
二
十
三
条

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
に
よ
る
援
助

１

締
約
国
は
、
自
国
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
に
つ
い
て
、
又
は
こ
の
条
約
若
し
く
は
そ
の
施
行
規
則
の
適

用
か
ら
生
ず
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
に
技
術
上
の
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。
同
機
関
は
、
そ
の
計
画
及
び
資
力
の
範
囲
内
で
当
該
援
助
を
与
え
る
。

２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
そ
の
発
意
に
よ
り
、
締
約
国
に
対
し
１
の
事
項
に
関
す
る
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
四
条

特
別
の
協
定

１

締
約
国
は
、
別
個
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
別
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

こ
の
条
約
が
文
化
財
及
び
そ
の
保
護
に
従
事
す
る
要
員
に
与
え
る
保
護
の
程
度
を
弱
め
る
こ
と
と
な
る
特
別
の
協
定
は
、

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
五
条

条
約
の
周
知

締
約
国
は
、
平
時
に
お
い
て
武
力
紛
争
の
際
と
同
様
に
、
自
国
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
広
い
範
囲
に
お
い
て
こ
の
条
約
及

び
そ
の
施
行
規
則
の
本
文
の
周
知
を
図
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
特
に
、
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
原
則
を
す
べ
て
の
住
民
、
特

に
軍
隊
及
び
文
化
財
の
保
護
に
従
事
す
る
要
員
に
周
知
さ
せ
る
た
め
、
軍
事
教
育
及
び
可
能
な
場
合
に
は
非
軍
事
教
育
の
課
目

に
、
こ
の
条
約
に
つ
い
て
の
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
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第
二
十
六
条

訳
文
及
び
報
告

１

締
約
国
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
を
通
じ
て
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
の
公
定
訳
文
を
相
互

に
送
付
す
る
。

２

締
約
国
は
、
ま
た
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
を
実
施
す
る
た
め
に
自
国
政
府
が
と
り
、
準
備
し
、
又
は
計
画
す
る

措
置
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
適
当
と
認
め
る
す
べ
て
の
も
の
を
提
供
す
る
報
告
を
、
少
な
く
と
も
四
年
に
一
回
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
提
出
す
る
。

第
二
十
七
条

会
合

１

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
同
機
関
の
執
行
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
締
約
国
の
代
表
の
会
合
を
招
集

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
事
務
局
長
は
、
締
約
国
の
少
な
く
と
も
五
分
の
一
が
要
請
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
会
合
を

招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
会
合
は
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
他
の
任
務
の
ほ
か
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規

則
の
適
用
に
関
す
る
問
題
を
研
究
し
、
並
び
に
当
該
問
題
に
関
す
る
勧
告
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

３

こ
の
会
合
は
、
ま
た
、
締
約
国
の
過
半
数
が
代
表
を
出
席
さ
せ
て
い
る
場
合
に
は
、
第
三
十
九
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
の
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条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の
改
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条

制
裁

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
よ
う
命
じ
た
者
に
つ
い
て
、
国
籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
訴
追
し
、
及

び
刑
罰
又
は
懲
戒
罰
を
科
す
る
た
め
、
自
国
の
通
常
の
刑
事
管
轄
権
の
枠
組
み
の
中
で
、
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
こ
と

を
約
束
す
る
。

最
終
規
定

第
二
十
九
条

用
語

１

こ
の
条
約
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
り
作
成
す
る
。

２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
同
機
関
の
総
会
の
そ
の
他
の
公
用
語
に
よ
る
こ
の
条
約
の
訳
文
を
作
成
す
る
た
め
の

措
置
を
と
る
。

第
三
十
条

署
名

こ
の
条
約
は
、
千
九
百
五
十
四
年
五
月
十
四
日
の
日
付
を
有
す
る
も
の
と
し
、
千
九
百
五
十
四
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月

十
四
日
ま
で
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
招
請
さ
れ
た
す
べ
て
の
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
千
九
百
五
十
四
年
十
二
月
三
十
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一
日
ま
で
開
放
し
て
お
く
。

第
三
十
一
条

批
准

１

こ
の
条
約
は
、
署
名
国
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
憲
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
批
准
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

批
准
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

第
三
十
二
条

加
入

こ
の
条
約
は
、
そ
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
第
三
十
条
に
規
定
す
る
国
で
あ
っ
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
て
い
な
い
す
べ
て
の

も
の
及
び
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
執
行
委
員
会
に
よ
り
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
よ
う
招
請
さ
れ
る
他
の
す
べ
て
の
国

に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。
加
入
は
、
同
機
関
事
務
局
長
に
加
入
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

第
三
十
三
条

効
力
発
生

１

こ
の
条
約
は
、
五
の
国
の
批
准
書
が
寄
託
さ
れ
た
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
条
約
は
、
そ
の
後
は
、
各
締
約
国
に
つ
い
て
、
そ
の
批
准
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

３

第
十
八
条
又
は
第
十
九
条
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
紛
争
当
事
国
が
敵
対
行
為
又
は
占
領
の
開
始
前
又
は
開
始
後
に

行
っ
た
批
准
又
は
加
入
は
、
直
ち
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
第



20

三
十
八
条
に
規
定
す
る
通
報
を
最
も
速
や
か
な
方
法
で
送
付
す
る
。

第
三
十
四
条

効
果
的
な
適
用

１

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
に
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
国
は
、
当
該
効
力
発
生
の
日
の
後
六
箇
月
以
内
に
、
こ
の
条

約
の
効
果
的
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。

２

１
に
規
定
す
る
期
間
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
に
批
准
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
批
准

書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
六
箇
月
と
す
る
。

第
三
十
五
条

条
約
の
適
用
地
域

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
批
准
若
し
く
は
加
入
の
際
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に

あ
て
た
通
告
に
よ
り
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
の
全
部
又
は
一
部
に
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を

宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
告
は
、
そ
の
受
領
の
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
三
十
六
条

従
前
の
条
約
と
の
関
係

１

千
八
百
九
十
九
年
七
月
二
十
九
日
又
は
千
九
百
七
年
十
月
十
八
日
の
陸
戦
の
法
規
及
び
慣
例
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
（
第

四
ハ
ー
グ
条
約
）
及
び
千
九
百
七
年
十
月
十
八
日
の
戦
時
海
軍
力
を
も
っ
て
す
る
砲
撃
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
（
第
九
ハ
ー
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グ
条
約
）
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
国
で
あ
っ
て
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
も
の
の
間
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約

は
、
第
九
ハ
ー
グ
条
約
及
び
第
四
ハ
ー
グ
条
約
に
附
属
す
る
規
則
を
補
足
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則

に
お
い
て
特
殊
標
章
を
使
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
標
章
を
も
っ
て
第

九
ハ
ー
グ
条
約
第
五
条
に
規
定
す
る
標
章
に
代
え
る
。

２

千
九
百
三
十
五
年
四
月
十
五
日
の
芸
術
上
及
び
科
学
上
の
施
設
並
び
に
歴
史
上
の
記
念
工
作
物
の
保
護
に
関
す
る
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
（
レ
ー
リ
ッ
ヒ
条
約
）
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
国
で
あ
っ
て
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
も
の
の
間
の
関
係
に
お

い
て
は
、
こ
の
条
約
は
、
レ
ー
リ
ッ
ヒ
条
約
を
補
足
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の
施
行
規
則
に
お
い
て
特
殊
標
章

を
使
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
標
章
を
も
っ
て
レ
ー
リ
ッ
ヒ
条
約
第
三

条
に
規
定
す
る
識
別
旗
に
代
え
る
。

第
三
十
七
条

廃
棄

１

締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
、
又
は
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
を
廃
棄
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

廃
棄
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
文
書
に
よ
り
通
告
す
る
。
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３

廃
棄
は
、
廃
棄
書
の
受
領
の
後
一
年
で
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
廃
棄
を
行
う
締
約
国
が
こ
の
期
間
の
満
了
の
時
に
お

い
て
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
廃
棄
は
、
敵
対
行
為
の
終
了
の
時
又
は
文
化
財
の
返
還
に
関
す
る
業
務

が
完
了
す
る
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
三
十
八
条

通
報

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
国
並
び
に
国
際
連
合
に
対
し
、
第

三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
及
び
次
条
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
批
准
書
、
加
入
書
及
び
受
諾
書
の
寄
託
並
び
に
第
三
十
五
条
、
前

条
及
び
次
条
に
規
定
す
る
通
告
及
び
廃
棄
を
通
報
す
る
。

第
三
十
九
条

条
約
及
び
施
行
規
則
の
改
正

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
こ
の
条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
案
は
、
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
通
報
す
る
も
の
と
し
、
同
事
務
局
長
は
、
こ
れ
を
締
約
国
に
送
付
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ

か
の
こ
と
を
表
明
す
る
回
答
を
四
箇
月
以
内
に
行
う
よ
う
要
請
す
る
。

改
正
案
を
審
議
す
る
た
め
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
。

(a)

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
改
正
案
を
採
択
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
こ
と
。

(b)
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会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
改
正
案
を
拒
否
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
こ
と
。

(c)
２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
１
の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
回
答
を
す
べ
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

３

所
定
の
期
間
内
に
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
対
し
自
国
の
意
見
を
表
明
し
た
す
べ
て
の
締
約
国
が
、
１

の
規
定
に
従
い
、
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
改
正
案
を
採
択
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
こ
と
を
同
事
務
局
長
に
通
告
す
る

(b)場
合
に
は
、
同
事
務
局
長
は
、
前
条
の
規
定
に
従
い
、
す
べ
て
の
締
約
国
に
よ
る
採
択
の
決
定
を
通
報
す
る
。
改
正
は
、
こ

の
通
報
の
日
か
ら
九
十
日
の
期
間
が
満
了
し
た
時
に
す
べ
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

４

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
三
分
の
一
を
超
え
る
締
約
国
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
改
正
案
を
審

議
す
る
た
め
の
締
約
国
会
議
を
招
集
す
る
。

５

４
の
規
定
に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
の
条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の
改
正
は
、
締
約
国
会
議
に
代
表
を
出
席
さ
せ
た

締
約
国
が
全
会
一
致
で
採
択
し
、
か
つ
、
各
締
約
国
が
受
諾
し
た
後
に
お
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
。

６

４
及
び
５
に
規
定
す
る
締
約
国
会
議
で
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の
改
正
の
締
約
国
に
よ
る
受
諾
は
、

正
式
の
文
書
を
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

７

こ
の
条
約
又
は
そ
の
施
行
規
則
の
改
正
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
改
正
さ
れ
た
条
約
又
は
施
行
規
則
の
み
を
批
准
又
は
加
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入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
四
十
条

登
録

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
っ

て
、
国
際
連
合
事
務
局
に
登
録
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。

千
九
百
五
十
四
年
五
月
十
四
日
に
ハ
ー
グ
で
、
本
書
一
通
を
作
成
し
た
。
本
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
に
寄
託

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
国
並
び
に
国
際
連
合
に
送
付
す

る
。
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武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
の
施
行
規
則

第
一
章

管
理

第
一
条

国
際
的
な
名
簿

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
、
文
化
財
管
理
官
の
任
務
を
遂
行
す
る

能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
締
約
国
が
指
名
す
る
す
べ
て
の
者
か
ら
成
る
国
際
的
な
名
簿
を
作
成
す
る
。
こ
の
名
簿
は
、
同
事
務

局
長
の
発
意
に
よ
り
、
締
約
国
が
行
う
要
請
に
基
づ
き
定
期
的
に
改
定
す
る
。

第
二
条

管
理
の
た
め
の
機
関

い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
、
条
約
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
は
、

当
該
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
の
代
表
者
一
人
を
直
ち
に
任
命
す
る
も
の
と
し
、
他

(a)
の
国
の
領
域
を
占
領
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
占
領
し
て
い
る
領
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
の
特
別
の
代
表

者
一
人
を
直
ち
に
任
命
す
る
。

当
該
締
約
国
と
紛
争
状
態
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
国
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
利
益
保
護
国
は
、
次
条
の
規
定
に
従
い
、
当

(b)
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該
締
約
国
に
派
遣
す
る
代
表
を
直
ち
に
任
命
す
る
。

一
人
の
文
化
財
管
理
官
が
、
第
四
条
の
規
定
に
従
い
、
当
該
締
約
国
の
た
め
に
直
ち
に
任
命
さ
れ
る
。

(c)

第
三
条

利
益
保
護
国
の
代
表
の
任
命

利
益
保
護
国
は
、
自
国
の
外
交
職
員
若
し
く
は
領
事
職
員
の
中
か
ら
又
は
派
遣
先
の
国
の
承
認
を
得
て
そ
の
他
の
者
の
中
か

ら
、
そ
の
代
表
を
任
命
す
る
。

第
四
条

文
化
財
管
理
官
の
任
命

１

文
化
財
管
理
官
は
、
当
該
文
化
財
管
理
官
の
派
遣
先
の
国
及
び
こ
れ
と
敵
対
す
る
紛
争
当
事
国
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
利

益
保
護
国
の
合
意
に
よ
り
、
第
一
条
に
規
定
す
る
国
際
的
な
名
簿
か
ら
選
定
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
国
は
、
文
化
財
管
理
官
の
選
定
に
関
す
る
討
議
の
開
始
の
日
か
ら
三
週
間
以
内
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
長
に
対
し
文
化
財
管
理
官
を
任
命
す
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
と
し
、
当
該
文

化
財
管
理
官
は
、
自
己
の
派
遣
先
の
国
が
そ
の
任
命
を
承
認
す
る
ま
で
は
、
任
務
を
開
始
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
条

利
益
保
護
国
の
代
表
の
任
務

利
益
保
護
国
の
代
表
は
、
こ
の
条
約
に
違
反
す
る
行
為
に
留
意
し
、
自
己
の
派
遣
先
の
国
の
承
認
を
得
て
そ
の
よ
う
な
違
反
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行
為
が
行
わ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
調
査
し
、
当
該
違
反
行
為
の
中
止
を
確
保
す
る
た
め
に
現
地
で
申
入
れ
を
行
い
、
及
び
必
要

な
場
合
に
は
当
該
違
反
行
為
に
つ
い
て
文
化
財
管
理
官
に
通
報
す
る
。
利
益
保
護
国
の
代
表
は
、
そ
の
活
動
を
文
化
財
管
理
官

に
常
時
通
報
す
る
。

第
六
条

文
化
財
管
理
官
の
任
務

１

文
化
財
管
理
官
は
、
自
己
の
派
遣
先
の
国
の
代
表
者
及
び
関
係
す
る
利
益
保
護
国
の
代
表
と
協
力
し
て
、
こ
の
条
約
の
適

用
に
関
し
て
付
託
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
項
を
取
り
扱
う
。

２

文
化
財
管
理
官
は
、
こ
の
施
行
規
則
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
決
定
及
び
任
命
を
行
う
権
限
を
有
す
る
。

３

文
化
財
管
理
官
は
、
自
己
の
派
遣
先
の
国
の
同
意
を
得
て
、
調
査
を
命
じ
、
又
は
自
ら
調
査
を
行
う
権
利
を
有
す
る
。

４

文
化
財
管
理
官
は
、
紛
争
当
事
国
又
は
そ
の
利
益
保
護
国
に
対
し
、
こ
の
条
約
の
適
用
に
つ
い
て
有
用
と
認
め
る
申
入
れ

を
行
う
。

５

文
化
財
管
理
官
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
に
つ
い
て
必
要
な
報
告
書
を
作
成
し
、
並
び
に
こ
れ
を
関
係
国
及
び
そ
の
利
益
保

護
国
に
送
付
す
る
。
文
化
財
管
理
官
は
、
こ
の
報
告
書
の
写
し
を
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
送
付
す
る
も

の
と
し
、
同
事
務
局
長
は
、
そ
の
技
術
的
内
容
の
み
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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６

文
化
財
管
理
官
は
、
利
益
保
護
国
が
な
い
場
合
に
は
、
条
約
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
に
定
め
る
利
益
保
護
国
の
任

務
を
遂
行
す
る
。

第
七
条

査
察
員
及
び
専
門
家

１

文
化
財
管
理
官
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
関
係
す
る
利
益
保
護
国
の
代
表
の
要
請
に
よ
り
又
は
当
該
代
表

と
の
協
議
の
後
に
、
当
該
文
化
財
管
理
官
の
派
遣
先
の
国
に
対
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
た
め
、
特
定
の
任
務
を
有
す
る
文
化

財
の
た
め
の
査
察
員
を
推
薦
す
る
。
査
察
員
は
、
文
化
財
管
理
官
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
。

２

文
化
財
管
理
官
、
利
益
保
護
国
の
代
表
及
び
査
察
員
は
、
専
門
家
の
役
務
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該

専
門
家
に
つ
い
て
も
、
１
に
規
定
す
る
派
遣
先
の
国
に
対
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
た
め
に
推
薦
さ
れ
る
。

第
八
条

管
理
の
任
務
の
遂
行

文
化
財
管
理
官
、
利
益
保
護
国
の
代
表
、
査
察
員
及
び
専
門
家
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
そ
の
権
限
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
自
己
の
派
遣
先
の
締
約
国
の
安
全
上
の
必
要
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
締
約
国
が
通
報
す
る
軍
事
的
状
況
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
動
す
る
。

第
九
条

利
益
保
護
国
の
代
理
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紛
争
当
事
国
が
利
益
保
護
国
の
活
動
に
よ
る
利
益
を
受
け
な
い
場
合
又
は
当
該
利
益
を
受
け
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
中
立

国
は
、
第
四
条
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
文
化
財
管
理
官
の
任
命
に
関
す
る
利
益
保
護
国
の
任
務
を
遂
行
す
る
よ
う

要
請
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
任
命
さ
れ
た
文
化
財
管
理
官
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
こ
の
施
行
規
則
に
定
め

る
利
益
保
護
国
の
代
表
の
任
務
を
査
察
員
に
委
任
す
る
。

第
十
条

費
用

文
化
財
管
理
官
、
査
察
員
及
び
専
門
家
の
報
酬
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
派
遣
先
の

国
が
負
担
す
る
。
利
益
保
護
国
の
代
表
の
報
酬
及
び
当
該
代
表
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
利
益
保
護
国
と
当
該
利
益
保
護
国

が
利
益
を
保
護
す
る
国
と
の
間
で
合
意
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
章

特
別
の
保
護

第
十
一
条

臨
時
の
避
難
施
設

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
武
力
紛
争
の
間
に
お
い
て
、
予
見
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
の
た
め
臨
時
の
避
難
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
り
、
か
つ
、
当
該
臨
時
の
避
難
施
設
を
特
別
の
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
自
国
に

派
遣
さ
れ
た
文
化
財
管
理
官
に
直
ち
に
通
報
す
る
。
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２

文
化
財
管
理
官
は
、
予
見
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
及
び
臨
時
の
避
難
施
設
に
収
容
さ
れ
る
文
化
財
の
重
要
性
に
よ
り
こ
の
よ

う
な
措
置
が
正
当
化
さ
れ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
条
約
第
十
六
条
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
を
当
該
臨
時
の
避
難
施
設
に
表

示
す
る
こ
と
を
締
約
国
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
財
管
理
官
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
を
関
係
す
る
利
益
保
護
国
の
代

表
に
遅
滞
な
く
通
報
す
る
も
の
と
し
、
当
該
代
表
は
、
特
殊
標
章
を
直
ち
に
撤
去
す
る
こ
と
を
三
十
日
の
期
間
内
に
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

文
化
財
管
理
官
は
、
臨
時
の
避
難
施
設
が
条
約
第
八
条
に
定
め
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
関

係
す
る
利
益
保
護
国
の
代
表
が
同
意
を
表
明
し
た
と
き
は
直
ち
に
、
又
は
当
該
代
表
の
い
ず
れ
も
反
対
す
る
こ
と
な
く
２
に

規
定
す
る
三
十
日
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
当
該
臨
時
の
避
難
施
設
を
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
の
国
際
登
録

簿
に
登
録
す
る
よ
う
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
要
請
す
る
。

第
十
二
条

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
の
国
際
登
録
簿

１

「
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
の
国
際
登
録
簿
」
（
以
下
「
国
際
登
録
簿
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
。

２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
国
際
登
録
簿
を
維
持
す
る
。
同
事
務
局
長
は
、
そ
の
写
し
を
国
際
連
合
事

務
総
長
及
び
締
約
国
に
送
付
す
る
。
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３

国
際
登
録
簿
は
、
締
約
国
の
国
名
ご
と
に
区
分
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
は
、
「
避
難
施
設
」
、
「
記
念
工
作
物
集
中
地

区
」
及
び
「
そ
の
他
の
不
動
産
の
文
化
財
」
の
表
題
を
付
し
た
三
つ
の
段
落
に
細
分
す
る
。
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

事
務
局
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
含
ま
れ
る
べ
き
内
容
に
つ
い
て
詳
細
を
定
め
る
。

第
十
三
条

登
録
の
申
請

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
対
し
、
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
特
定
の
避
難
施

設
、
記
念
工
作
物
集
中
地
区
又
は
そ
の
他
の
不
動
産
の
文
化
財
を
国
際
登
録
簿
に
登
録
す
る
た
め
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
申
請
書
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
所
在
地
に
関
す
る
記
述
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
文
化
財
が
条
約
第

八
条
の
規
定
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

２

占
領
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
占
領
国
が
１
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
遅
滞
な
く
、
登
録
の
申
請
書
の
写
し
を
各
締
約
国
に
送
付
す
る
。

第
十
四
条

異
議

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
あ
て
た
書
簡
に
よ
り
、
国
際
登
録
簿
へ
の
文
化
財
の

登
録
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
簡
は
、
同
事
務
局
長
が
登
録
の
申
請
書
の
写
し
を
送
付
し
た
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日
か
ら
四
箇
月
以
内
に
同
事
務
局
長
に
よ
り
受
領
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

１
の
異
議
に
は
、
そ
の
理
由
を
明
示
す
る
も
の
と
し
、
次
の

又
は

の
い
ず
れ
か
に
限
り
、
正
当
な
理
由
と
認
め
ら
れ

(a)

(b)

る
。

そ
の
財
産
が
文
化
財
で
な
い
こ
と
。

(a)

そ
の
財
産
が
条
約
第
八
条
に
定
め
る
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
。

(b)
３

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
遅
滞
な
く
、
異
議
の
書
簡
の
写
し
を
締
約
国
に
送
付
す
る
。
同
事
務
局
長

は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
記
念
工
作
物
、
芸
術
的
・
歴
史
的
遺
跡
及
び
考
古
学
上
の
発
掘
に
関
す
る
国
際
委
員
会
、
及
び
適

当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
能
力
を
有
す
る
他
の
団
体
又
は
個
人
の
助
言
を
求
め
る
。

４

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
又
は
登
録
の
申
請
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
異
議
を
申
し
立
て
た
締
約
国
に
対

し
、
そ
の
異
議
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
、
必
要
と
認
め
る
申
入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

平
時
に
お
い
て
登
録
の
申
請
を
行
っ
た
締
約
国
が
そ
の
登
録
が
行
わ
れ
る
前
に
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
又
は
申
し
立
て
ら
れ
た
異
議
が
承
認
さ
れ
、

撤
回
さ
れ
、
又
は
無
効
な
も
の
と
さ
れ
る
ま
で
の
間
有
効
な
も
の
と
し
て
、
直
ち
に
、
当
該
申
請
に
係
る
文
化
財
を
国
際
登
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録
簿
に
暫
定
的
に
登
録
す
る
。

６

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
が
、
異
議
の
書
簡
を
受
領
し
た
日
か
ら
六
箇
月
の
期
間
内
に
、
異
議
を
申
し
立

て
た
締
約
国
か
ら
当
該
異
議
を
撤
回
し
た
旨
の
通
報
を
受
領
し
な
い
場
合
に
は
、
登
録
の
申
請
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
７
に

定
め
る
手
続
に
従
っ
て
仲
裁
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

仲
裁
の
要
請
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
が
異
議
の
書
簡
を
受
領
し
た
日
の
後
一
年
を
経
過
し
た
後

は
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
双
方
の
紛
争
当
事
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
仲
裁
人
を
任
命
す
る
。
一
の
登
録
の
申
請
に
対
し

二
以
上
の
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
異
議
を
申
し
立
て
た
締
約
国
は
、
合
意
に
よ
り
、
一
人
の
仲
裁
人
を
任
命

す
る
。
こ
れ
ら
の
二
人
の
仲
裁
人
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
国
際
的
な
名
簿
か
ら
裁
判
長
と
な
る
仲
裁
人
を
選
定
す
る
。
当

該
二
人
の
仲
裁
人
が
裁
判
長
と
な
る
仲
裁
人
の
選
定
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長
と
な
る
仲
裁

人
の
任
命
を
国
際
司
法
裁
判
所
長
に
要
請
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
長
と
な
る
仲
裁
人
は
必
ず
し
も
当
該
国

際
的
な
名
簿
か
ら
選
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
は
、
当
該
仲
裁
裁
判
所
の

手
続
を
自
ら
定
め
る
。
当
該
仲
裁
裁
判
所
が
行
う
決
定
に
つ
い
て
は
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

８

各
締
約
国
は
、
自
国
が
当
事
者
で
あ
る
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
い
つ
で
も
、
７
に
定
め
る
仲
裁
手
続
の
適
用
を
希
望
し
な
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い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
登
録
の
申
請
に
対
す
る
異
議
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

事
務
局
長
に
よ
り
締
約
国
に
送
付
さ
れ
る
。
こ
の
異
議
は
、
投
票
す
る
締
約
国
が
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
決

定
す
る
場
合
に
の
み
、
承
認
さ
れ
る
。
投
票
は
、
同
事
務
局
長
が
条
約
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
自
己
に
与
え
ら
れ
た
権

限
に
基
づ
い
て
会
合
を
招
集
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
通
信
に
よ
っ
て
行
う
。
同
事
務
局

長
は
、
通
信
に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
締
約
国
に
対
し
、
封
印
し
た
書
簡
に
よ
り
、
同
事
務
局
長
に
よ

る
要
請
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
自
国
の
票
を
送
付
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

第
十
五
条

登
録

１

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
前
条
１
に
規
定
す
る
期
間
内
に
異
議
を
受
領
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
登

録
の
申
請
が
行
わ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
、
一
連
の
番
号
を
各
物
件
に
付
し
て
国
際
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
前
条
５
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事

務
局
長
は
、
当
該
異
議
が
撤
回
さ
れ
た
と
き
又
は
同
条
７
若
し
く
は
８
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に

の
み
、
文
化
財
を
国
際
登
録
簿
に
登
録
す
る
。
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３

第
十
一
条
３
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
文
化
財
管
理
官
の
要
請
に

よ
り
、
文
化
財
を
国
際
登
録
簿
に
登
録
す
る
。

４

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
国
際
登
録
簿
へ
の
各
登
録
に
係
る
認
証
謄
本
を
、
国
際
連
合
事
務
総
長
、

締
約
国
並
び
に
登
録
を
申
請
し
て
い
る
国
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
は
条
約
第
三
十
条
及
び
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
他
の
す

べ
て
の
国
に
遅
滞
な
く
送
付
す
る
。
登
録
は
、
当
該
認
証
謄
本
の
発
送
の
後
三
十
日
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
六
条

取
消
し

１

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
、
い
か
な
る
文
化
財
の
登
録
も
取
り
消
さ
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
該
文
化
財
が
領
域
内
に
所
在
す
る
締
約
国
の
要
請
が
あ
る
場
合

(a)

登
録
を
申
請
し
た
締
約
国
が
条
約
を
廃
棄
し
、
か
つ
、
そ
の
廃
棄
が
効
力
を
生
じ
た
場
合

(b)

第
十
四
条
５
に
定
め
る
特
別
な
場
合
に
お
い
て
、
同
条
７
又
は
８
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
異
議
が
承
認
さ
れ
た
と
き
。

(c)
２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
登
録
の
取
消
し
に
係
る
認
証
謄
本
を
国
際
連
合
事
務
総
長
及
び
国
際
登
録

簿
へ
の
登
録
に
係
る
謄
本
を
受
領
し
た
す
べ
て
の
国
に
遅
滞
な
く
送
付
す
る
。
登
録
の
取
消
し
は
、
当
該
認
証
謄
本
の
発
送
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の
後
三
十
日
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
三
章

文
化
財
の
輸
送

第
十
七
条

特
別
な
取
扱
い
を
受
け
る
た
め
の
手
続

１

条
約
第
十
二
条
１
に
規
定
す
る
要
請
は
、
文
化
財
管
理
官
に
対
し
て
行
う
。
要
請
書
に
は
、
要
請
の
基
礎
と
な
る
理
由
を

記
載
し
、
並
び
に
移
動
す
る
物
件
の
概
数
及
び
重
要
性
、
要
請
の
時
点
に
お
け
る
当
該
物
件
の
所
在
地
及
び
当
該
時
点
に
お

い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
移
動
先
、
使
用
す
る
輸
送
手
段
、
移
動
の
経
路
、
移
動
の
予
定
日
そ
の
他
の
関
連
情
報
を
明
記
す

る
。

２

文
化
財
管
理
官
は
、
適
当
と
認
め
る
意
見
を
聴
取
し
た
後
１
の
移
動
を
正
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
移
動
を
実
施
す

る
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
る
措
置
に
つ
き
、
関
係
す
る
利
益
保
護
国
の
代
表
と
協
議
す
る
。
文
化
財
管
理
官
は
、
こ
の
協
議

の
後
、
関
係
す
る
紛
争
当
事
国
に
対
し
、
当
該
移
動
に
つ
い
て
通
報
（
す
べ
て
の
有
用
な
情
報
を
含
む
も
の
）
を
行
う
。

３

文
化
財
管
理
官
は
、
要
請
書
に
記
載
さ
れ
た
文
化
財
の
み
が
移
動
さ
れ
る
こ
と
及
び
当
該
文
化
財
の
輸
送
が
承
認
さ
れ
た

方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
特
殊
標
章
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
一
人
又
は
二
人
以
上
の
査
察
員
を
任
命
す

る
。
査
察
員
は
、
目
的
地
ま
で
当
該
文
化
財
に
同
行
す
る
。
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第
十
八
条

国
外
へ
の
輸
送

特
別
の
保
護
の
下
に
お
け
る
移
動
が
他
の
国
の
領
域
に
向
け
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
移
動
は
、
条
約
第
十
二
条
の
規

定
及
び
前
条
の
規
定
に
加
え
、
次
の

か
ら

ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
も
規
律
さ
れ
る
。

(a)

(d)

文
化
財
が
当
該
他
の
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
間
、
当
該
他
の
国
は
、
当
該
文
化
財
の
受
寄
者
と
す
る
も
の
と
し
、
当

(a)
該
文
化
財
に
つ
い
て
、
同
等
の
重
要
性
を
有
す
る
自
国
の
文
化
財
に
対
す
る
場
合
と
同
程
度
の
注
意
を
も
っ
て
管
理
を
行

う
。受

寄
者
た
る
国
は
、
紛
争
が
終
了
し
た
場
合
に
の
み
文
化
財
を
返
還
す
る
。
返
還
は
、
そ
の
返
還
が
要
請
さ
れ
た
日
か

(b)
ら
六
箇
月
以
内
に
行
う
。

各
種
の
移
動
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
文
化
財
が
当
該
他
の
国
の
領
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
文
化
財
は
、
寄
託

(c)
者
及
び
受
寄
者
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
、
没
収
さ
れ
、
又
は
処
分
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
文
化
財
の
安
全

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
受
寄
者
は
、
寄
託
者
の
同
意
を
得
て
、
こ
の
条
に
定
め
る
条
件
に
従
い
、
当
該
文

化
財
を
第
三
国
の
領
域
に
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
の
保
護
に
係
る
要
請
書
に
は
、
自
国
の
領
域
に
向
け
て
文
化
財
が
移
動
さ
れ
る
国
が
こ
の
条
の
規
定
を
受
諾
し
て

(d)
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い
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

第
十
九
条

占
領
地
域

他
の
締
約
国
の
領
域
を
占
領
し
て
い
る
締
約
国
が
文
化
財
を
当
該
領
域
内
の
他
の
場
所
に
あ
る
避
難
施
設
に
移
動
す
る
場
合

に
は
、
第
十
七
条
に
定
め
る
手
続
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
移
動
は
、
条
約
第
四
条
に
規
定
す
る
横

領
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
化
財
管
理
官
が
、
通
常
の
管
理
者
と
協
議
し
た
後
、
当
該
移
動
が
諸
事
情
に

よ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
面
で
証
明
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

第
四
章

特
殊
標
章

第
二
十
条

標
章
の
取
付
け

１

特
殊
標
章
の
配
置
及
び
特
殊
標
章
の
視
認
性
の
程
度
は
、
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
特
殊

標
章
は
、
旗
又
は
腕
章
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
物
件
上
に
描
き
、
又
は
他
の
適
切
な
形
態
で
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

も
っ
と
も
、
特
殊
標
章
は
、
武
力
紛
争
に
際
し
て
は
、
条
約
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
定
め
る
場
合
に
は
、
一
層
完
全

な
表
示
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
昼
間
に
お
い
て
上
空
及
び
地
上
か
ら
明
確
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
輸
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送
車
両
の
上
に
配
置
す
る
。
特
殊
標
章
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
し
、
地
上
か
ら
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
記
念
工
作
物
集
中
地
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
外
縁
を
明
確
に
示
す
た
め
に
十
分
な
一
定
の
間

(a)
隔
で
配
置
す
る
こ
と
。

特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
そ
の
他
の
不
動
産
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
口
に
配
置
す
る
こ
と
。

(b)

第
二
十
一
条

要
員
の
識
別

１

条
約
第
十
七
条
２

及
び

に
規
定
す
る
者
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
が
発
給
し
、
か
つ
、
そ
の
印
章
を
押
し
た
腕
章
で
あ

(b)

(c)

っ
て
特
殊
標
章
を
表
示
し
た
も
の
を
着
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
に
規
定
す
る
者
は
、
特
殊
標
章
を
表
示
し
た
特
別
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
す
る
。
こ
の
身
分
証
明
書
に
は
、
少
な
く
と

も
所
持
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
組
織
上
の
名
称
又
は
階
級
及
び
職
務
を
記
載
す
る
。
こ
の
身
分
証
明
書
に
は
、
所
持
者
の

写
真
及
び
署
名
若
し
く
は
指
紋
又
は
そ
の
双
方
を
表
示
す
る
も
の
と
し
、
権
限
の
あ
る
当
局
の
浮
出
印
を
押
す
。

３

締
約
国
は
、
こ
の
施
行
規
則
に
例
と
し
て
附
属
す
る
ひ
な
型
に
倣
っ
て
、
自
国
の
身
分
証
明
書
の
様
式
を
作
成
す
る
。
締

約
国
は
、
自
国
が
使
用
す
る
様
式
の
見
本
を
相
互
に
送
付
す
る
。
身
分
証
明
書
は
、
可
能
な
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
二
通
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作
成
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
う
ち
の
一
通
は
、
こ
れ
を
発
行
し
た
国
が
保
管
す
る
。

４

１
に
規
定
す
る
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
し
て
、
身
分
証
明
書
を
奪
わ
れ
ず
、
ま
た
、
腕
章
を
着
用
す
る
権
利
を
は
く
奪

さ
れ
な
い
。
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             身分証明書                 

            文化財の保護に従事する要員用  
   

 姓 
    
   名 
 
   生年月日                          
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   職務   
                                    

      上記の者は、千九百五十四年五月十四日の武力紛争の 
 
     際の文化財の保護に関するハーグ条約の規定に基づき、 
 
     この証明書を所持する。 
 
  発行年月日                     証明書番号 
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裏面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身長         眼の色         頭髪の色 
 
 
 

その他の特徴 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所持者の署名若し

くは指紋又はその

双方 

所持者の

写真 

この証明書を

発給する当局

の浮出印 







3

も
の
及
び
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
執
行
委
員
会
に
よ
り
こ
の
議
定
書
に
加
入
す
る
よ
う
招
請
さ
れ
る
他
の
す
べ
て

の
国
に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。
加
入
は
、
同
機
関
事
務
局
長
に
加
入
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

９

６
及
び
８
に
規
定
す
る
国
は
、
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
、

の
規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
又
は
Ⅱ
の
規
定
に
拘

Ｉ

束
さ
れ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
議
定
書
は
、
五
の
国
の
批
准
書
が
寄
託
さ
れ
た
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

10
(a)

こ
の
議
定
書
は
、
そ
の
後
は
、
各
締
約
国
に
つ
い
て
、
そ
の
批
准
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず

(b)
る
。千

九
百
五
十
四
年
五
月
十
四
日
に
ハ
ー
グ
で
署
名
さ
れ
た
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
第
十
八
条

(c)
又
は
第
十
九
条
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
紛
争
当
事
国
が
敵
対
行
為
又
は
占
領
の
開
始
前
又
は
開
始
後
に
行
っ
た
批

准
又
は
加
入
は
、
直
ち
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、

に
規
定

14

す
る
通
報
を
最
も
速
や
か
な
方
法
で
送
付
す
る
。

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
に
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
あ
る
国
は
、
当
該
効
力
発
生
の
日
の
後
六
箇
月
以
内
に
、

11
(a)

こ
の
議
定
書
の
効
果
的
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。
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に
規
定
す
る
期
間
は
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
の
後
に
批
准
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
す
る
国
に
つ
い
て
は
、

(b)

(a)
批
准
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
六
箇
月
と
す
る
。

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
批
准
若
し
く
は
加
入
の
際
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長

12
に
あ
て
た
通
告
に
よ
り
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
の
全
部
又
は
一
部
に
こ
の
議
定
書
を
適
用
す
る

こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
告
は
、
そ
の
受
領
の
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
、
又
は
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
に
つ
い
て
、
こ
の
議
定
書
を
廃

13
(a)

棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

廃
棄
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
文
書
に
よ
り
通
告
す
る
。

(b)

廃
棄
は
、
廃
棄
書
の
受
領
の
後
一
年
で
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
廃
棄
を
行
う
締
約
国
が
こ
の
期
間
の
満
了
の
時
に

(c)
お
い
て
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
廃
棄
は
、
敵
対
行
為
の
終
了
の
時
又
は
文
化
財
の
返
還
に
関
す
る

業
務
が
完
了
す
る
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
。

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
６
及
び
８
に
規
定
す
る
国
並
び
に
国
際
連
合
に
対
し
、
７
、
８
及
び

に

14

15

規
定
す
る
す
べ
て
の
批
准
書
、
加
入
書
及
び
受
諾
書
の
寄
託
並
び
に

及
び

に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
通
告
及
び
廃
棄
を
通

12

13
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報
す
る
。

こ
の
議
定
書
は
、
三
分
の
一
を
超
え
る
締
約
国
か
ら
改
正
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

15
(a)

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、

の
目
的
の
た
め
の
会
議
を
招
集
す
る
。

(b)

(a)

こ
の
議
定
書
の
改
正
は
、
会
議
に
代
表
を
出
席
さ
せ
た
締
約
国
が
全
会
一
致
で
採
択
し
、
か
つ
、
各
締
約
国
が
受
諾
し

(c)
た
後
に
お
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
。

及
び

に
規
定
す
る
会
議
で
採
択
さ
れ
た
こ
の
議
定
書
の
改
正
の
締
約
国
に
よ
る
受
諾
は
、
正
式
の
文
書
を
国
際
連

(d)

(b)

(c)

合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

こ
の
議
定
書
の
改
正
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
改
正
さ
れ
た
議
定
書
の
み
を
批
准
又
は
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お

(e)
く
。

こ
の
議
定
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に

従
っ
て
、
国
際
連
合
事
務
局
に
登
録
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。



6

千
九
百
五
十
四
年
五
月
十
四
日
に
ハ
ー
グ
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語

に
よ
り
本
書
一
通
を
作
成
し
た
。
本
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
６

及
び
８
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
国
並
び
に
国
際
連
合
に
送
付
す
る
。
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「
不
法
な
」
と
は
、
強
制
的
な
手
段
又
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
、
被
占
領
国
の
国
内
法
又
は
国
際
法
の
適
用
可
能
な

(g)
規
則
に
違
反
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
一
覧
表
」
と
は
、
第
二
十
七
条
１

の
規
定
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
る
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
の
国
際

(h)

(b)

的
な
一
覧
表
を
い
う
。

「
事
務
局
長
」
と
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
を
い
う
。

(i)

「
ユ
ネ
ス
コ
」
と
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
を
い
う
。

(j)

「
第
一
議
定
書
」
と
は
、
千
九
百
五
十
四
年
五
月
十
四
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護

(k)
に
関
す
る
議
定
書
を
い
う
。

第
二
条

条
約
と
の
関
係

こ
の
議
定
書
は
、
締
約
国
間
の
関
係
に
お
い
て
、
条
約
を
補
足
す
る
。

第
三
条

適
用
範
囲

１

こ
の
議
定
書
は
、
平
時
に
適
用
す
る
規
定
を
除
く
ほ
か
、
条
約
第
十
八
条
１
及
び
２
並
び
に
こ
の
議
定
書
の
第
二
十
二
条

１
に
規
定
す
る
事
態
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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２

紛
争
当
事
国
の
一
が
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
場
合
に
も
、
締
約
国
は
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
お
い
て
は
、

こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
引
き
続
き
拘
束
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
紛
争
当
事

国
が
こ
の
議
定
書
の
規
定
を
受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
限
り
、
当
該
紛
争
当
事
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
こ
の
議
定
書

に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。

第
四
条

第
三
章
の
規
定
と
条
約
及
び
こ
の
議
定
書
の
他
の
規
定
と
の
関
係

第
三
章
の
規
定
の
適
用
は
、
次
の

及
び

の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

(a)

(b)

条
約
第
一
章
の
規
定
及
び
こ
の
議
定
書
の
第
二
章
の
規
定

(a)

条
約
第
二
章
の
規
定
。
た
だ
し
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
間
又
は
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
と
前
条
２
の
規
定
に
従
っ
て

(b)
こ
の
議
定
書
を
受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
国
と
の
間
に
お
い
て
は
、
文
化
財
に
特
別
の
保
護
及
び
強
化
さ
れ
た
保
護
の

双
方
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
に
関
す
る
規
定
の
み
を
適
用
す
る
。

第
二
章

保
護
に
関
す
る
一
般
規
定

第
五
条

文
化
財
の
保
全

条
約
第
三
条
の
規
定
に
従
い
武
力
紛
争
に
よ
る
予
見
可
能
な
影
響
か
ら
文
化
財
を
保
全
す
る
た
め
に
平
時
に
と
る
準
備
措
置
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に
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
目
録
の
作
成
、
火
災
又
は
構
造
的
崩
壊
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
緊
急
措
置
の
立
案
、
動
産
の
文
化

財
を
移
動
す
る
た
め
又
は
当
該
動
産
の
文
化
財
に
対
し
そ
の
所
在
地
に
お
い
て
適
当
な
保
護
を
与
え
る
た
め
の
準
備
及
び
文
化

財
の
保
全
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
権
限
の
あ
る
当
局
の
指
定
を
含
め
る
。

第
六
条

文
化
財
の
尊
重

条
約
第
四
条
の
規
定
に
従
い
文
化
財
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

同
条
２
の
規
定
に
よ
る
絶
対
的
な
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
く
免
除
は
、
文
化
財
に
対
す
る
敵
対
行
為
に
つ
い
て
は
、
次

(a)
の

及
び

の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(i)

(ii)

当
該
文
化
財
が
、
そ
の
機
能
に
よ
り
軍
事
目
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

(i)

の
軍
事
目
標
に
対
し
て
敵
対
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
軍
事
的
利
益
と
同
様
の
軍
事
的
利
益
を
得
る

(ii)

(i)
た
め
に
利
用
し
得
る
実
行
可
能
な
代
替
的
手
段
が
な
い
こ
と
。

同
条
２
の
規
定
に
よ
る
絶
対
的
な
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
く
免
除
は
、
破
壊
又
は
損
傷
の
危
険
に
さ
ら
す
お
そ
れ
が
あ

(b)
る
目
的
の
た
め
の
文
化
財
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
化
財
の
こ
の
よ
う
な
利
用
と
、
当
該
利
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

軍
事
的
利
益
と
同
様
の
軍
事
的
利
益
を
得
る
た
め
の
他
の
実
行
可
能
な
方
法
と
の
間
の
選
択
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
限
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り
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

絶
対
的
な
軍
事
上
の
必
要
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
大
隊
に
相
当
す
る
規
模
の
兵
力
若
し
く
は
大
隊
よ

(c)
り
も
大
き
い
規
模
の
兵
力
の
指
揮
官
又
は
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
大
隊
よ
り
も
小
さ
い
規
模
の
兵
力
の

指
揮
官
の
み
が
行
う
。

の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
決
定
に
基
づ
き
攻
撃
を
行
う
場
合
に
は
、
事
情
が
許
す
と
き
は
い
つ
で
も
、
効
果
的
な
事

(d)

(a)
前
の
警
告
を
与
え
る
。

第
七
条

攻
撃
の
際
の
予
防
措
置

紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
軍
事
行
動
を
行
う
に
際
し
て
国
際
人
道
法
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
他
の
予
防
措
置
を
妨
げ
る

こ
と
な
く
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

攻
撃
の
目
標
が
条
約
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
実
行
可

(a)
能
な
こ
と
。

攻
撃
の
手
段
及
び
方
法
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
巻
き
添
え
に
よ
る
条
約
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財

(b)
の
損
傷
を
防
止
し
、
又
は
少
な
く
と
も
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
実
行
可
能
な
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
。
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予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利
益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
巻
き
添
え
に
よ
る
条
約
第
四
条
の
規
定
に
よ

(c)
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
の
損
傷
を
過
度
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
攻
撃
を
行
う
決
定
を
差
し
控
え
る
こ
と
。

次
の
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
攻
撃
を
中
止
し
、
又
は
停
止
す
る
こ
と
。

(d)

攻
撃
の
目
標
が
、
条
約
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
で
あ
る
こ
と
。

(i)

攻
撃
が
、
予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利
益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
巻
き
添
え
に
よ
る
条
約
第
四
条

(ii)
の
規
定
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
の
損
傷
を
過
度
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
。

第
八
条

敵
対
行
為
の
影
響
に
対
す
る
予
防
措
置

紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
実
行
可
能
な
最
大
限
度
ま
で
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

動
産
の
文
化
財
を
軍
事
目
標
の
付
近
か
ら
移
動
さ
せ
、
又
は
当
該
動
産
の
文
化
財
に
対
し
そ
の
所
在
地
に
お
い
て
適
当

(a)
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
。

文
化
財
の
付
近
に
軍
事
目
標
を
設
け
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
。

(b)

第
九
条

占
領
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護

１

条
約
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
他
の
締
約
国
の
領
域
の
全
部
又
は
一
部
を
占
領
し
て
い
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る
締
約
国
は
、
占
領
地
域
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
禁
止
し
、
及
び
防
止
す
る
。

文
化
財
の
あ
ら
ゆ
る
不
法
な
輸
出
、
そ
の
他
の
移
動
又
は
所
有
権
の
移
転

(a)

あ
ら
ゆ
る
考
古
学
上
の
発
掘
（
文
化
財
を
保
全
し
、
記
録
し
、
又
は
保
存
す
る
た
め
に
真
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
を
除

(b)
く
。
）

文
化
上
、
歴
史
上
又
は
学
術
上
の
証
拠
資
料
を
隠
匿
し
、
又
は
破
壊
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
文
化
財
の
あ
ら
ゆ
る
改
造

(c)
又
は
利
用
の
変
更

２

占
領
地
域
内
の
文
化
財
の
い
か
な
る
考
古
学
上
の
発
掘
、
改
造
又
は
利
用
の
変
更
も
、
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

を
除
く
ほ
か
、
当
該
占
領
地
域
の
権
限
の
あ
る
当
局
と
の
緊
密
な
協
力
の
下
に
行
う
。

第
三
章

強
化
さ
れ
た
保
護

第
十
条

強
化
さ
れ
た
保
護

文
化
財
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
文
化
財
が
、
人
類
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
。

(a)

当
該
文
化
財
の
文
化
上
及
び
歴
史
上
の
特
別
の
価
値
を
認
め
、
並
び
に
最
も
高
い
水
準
の
保
護
を
確
保
す
る
適
当
な
立

(b)
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法
上
及
び
行
政
上
の
国
内
措
置
に
よ
り
当
該
文
化
財
が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
文
化
財
が
軍
事
的
目
的
で
又
は
軍
事
施
設
を
掩
護
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
文
化
財
を
管

え
ん

(c)
理
す
る
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
利
用
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
旨
の
宣
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

第
十
一
条

強
化
さ
れ
た
保
護
の
付
与

１

締
約
国
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
付
与
を
要
請
し
よ
う
と
す
る
文
化
財
を
記
載
し
た
表
を
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員

会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
文
化
財
に
対
し
て
管
轄
権
を
有
し
、
又
は
こ
れ
を
管
理
す
る
締
約
国
は
、
当
該
文
化
財
を
第
二
十
七
条
１

の
規
定
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
る
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
要
請
に
は
、
前
条
に
定
め

(b)る
基
準
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
必
要
な
情
報
を
含
め
る
。
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
締
約
国
に
対
し
、
当
該
文

化
財
が
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
よ
う
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

関
連
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
他
の
締
約
国
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
国
際
委
員
会
及
び
そ
の
他
の
非
政
府
機
関
は
、
特
定

の
文
化
財
を
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
委
員
会
は
、

締
約
国
に
対
し
、
一
覧
表
へ
の
当
該
文
化
財
の
記
載
を
要
請
す
る
よ
う
促
す
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



10

４

二
以
上
の
国
が
主
権
若
し
く
は
管
轄
権
を
主
張
し
て
い
る
領
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
を
要

請
す
る
こ
と
又
は
当
該
文
化
財
を
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
紛
争
の
当
事
者
の
権
利
に
い
か
な
る
影
響
も

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

５

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
一
覧
表
へ
の
記
載
の
要
請
を
受
領
し
た
と
き
は
、
当
該
要
請
を
す
べ
て
の
締
約
国

に
通
報
す
る
。
締
約
国
は
、
六
十
日
以
内
に
当
該
委
員
会
に
対
し
て
当
該
要
請
に
関
す
る
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、
前
条
に
定
め
る
基
準
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
事
実
に
関
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
審
議
す
る
も
の
と
し
、
当

該
委
員
会
と
し
て
の
決
定
を
行
う
前
に
、
一
覧
表
へ
の
記
載
を
要
請
し
て
い
る
締
約
国
に
対
し
、
当
該
意
見
に
対
す
る
見
解

を
表
明
す
る
た
め
の
適
当
な
機
会
を
与
え
る
。
当
該
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
審
議
す
る
に
際
し
て
は
、
第
二

十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
当
該
委
員
会
の
構
成
国
の
五
分
の
四
以
上
の
多
数
に
よ
る
議

決
に
よ
り
、
一
覧
表
へ
の
記
載
を
決
定
す
る
。

６

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
一
覧
表
へ
の
記
載
の
要
請
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
に
当
た
り
、
政
府
機
関
及
び
非

政
府
機
関
並
び
に
個
人
の
専
門
家
の
助
言
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
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７

強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
し
、
又
は
付
与
し
な
い
旨
の
決
定
は
、
前
条
に
定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

８

例
外
的
な
場
合
に
は
、
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
一
覧
表
へ
の
文
化
財
の
記
載
を
要
請
し
て
い
る
締
約
国
が

前
条

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
要
請
を
行
っ
た
締
約
国
が
第
三
十
二
条
の
規
定

(b)

に
基
づ
い
て
国
際
的
援
助
の
要
請
を
提
出
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

９

紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
敵
対
行
為
の
開
始
に
際
し
、
自
国
が
管
轄
権
を
有
し
、
又
は
管
理
す
る
文
化
財
に
つ
い
て

強
化
さ
れ
た
保
護
の
付
与
を
要
請
す
る
こ
と
を
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
化
さ
れ
た

保
護
の
付
与
を
緊
急
に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
委
員
会
は
、
そ
の
要
請
を
す
べ
て
の
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
に

直
ち
に
送
付
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
委
員
会
は
、
関
係
締
約
国
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
迅
速
に
審
議
す
る
。

暫
定
的
な
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
旨
の
決
定
は
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す

る
当
該
委
員
会
の
構
成
国
の
五
分
の
四
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
行
う
。
当
該
委
員
会

は
、
前
条

及
び

の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
た
め
の
正
規
の
手
続
に
よ
る
結

(a)

(c)
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果
が
出
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
な
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

強
化
さ
れ
た
保
護
は
、
一
覧
表
に
文
化
財
が
記
載
さ
れ
た
時
か
ら
、
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
よ
り
付
与
さ
れ

10
る
。事

務
局
長
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
及
び
す
べ
て
の
締
約
国
に
対
し
、
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
よ
る
一
覧
表

11
に
文
化
財
を
記
載
す
る
旨
の
決
定
の
通
報
を
遅
滞
な
く
送
付
す
る
。

第
十
二
条

強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い

紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
こ
と
及

び
軍
事
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
当
該
文
化
財
又
は
そ
の
隣
接
す
る
周
囲
の
い
か
な
る
利
用
も
差
し
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
。

第
十
三
条

強
化
さ
れ
た
保
護
の
喪
失

１

強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
限
り
、
強
化
さ
れ
た
保
護
を
喪
失
す
る
。

強
化
さ
れ
た
保
護
が
、
次
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
停
止
さ
れ
、
又
は
取
り
消
さ
れ
る
場
合

(a)

当
該
文
化
財
が
、
そ
の
利
用
に
よ
り
軍
事
目
標
と
な
っ
て
い
る
場
合

(b)
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２

１

の
状
況
に
お
い
て
は
、
１
の
文
化
財
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
、
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と

(b)

が
で
き
る
。

当
該
攻
撃
が
、
１

に
規
定
す
る
利
用
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
唯
一
の
実
行
可
能
な
手
段
で
あ
る
こ
と
。

(a)

(b)

攻
撃
の
手
段
及
び
方
法
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
１

に
規
定
す
る
利
用
を
終
了
さ
せ
る
た
め
、
及
び
当
該
文
化
財
の

(b)

(b)

損
傷
を
防
止
し
、
又
は
少
な
く
と
も
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
実
行
可
能
な
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
。

緊
急
の
自
衛
上
の
必
要
の
た
め
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、

(c)

当
該
攻
撃
が
、
最
も
上
級
の
作
戦
上
の
指
揮
機
関
に
よ
り
命
令
さ
れ
る
こ
と
。

(i)

１

に
規
定
す
る
利
用
を
終
了
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
効
果
的
な
事
前
の
警
告
が
、
敵
対
す
る
兵
力
に
対
し
て
発
出

(ii)

(b)

さ
れ
る
こ
と
。

事
態
を
是
正
す
る
た
め
の
合
理
的
な
期
間
が
、
敵
対
す
る
兵
力
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
。

(iii)

第
十
四
条

強
化
さ
れ
た
保
護
の
停
止
及
び
取
消
し

１

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
文
化
財
が
第
十
条
に
定
め
る
基
準
の
い
ず
れ
か
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
を
停
止
し
、
又
は
当
該
文
化
財
を
一
覧
表
か
ら
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
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き
る
。

２

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
関
し
、
軍
事
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

当
該
文
化
財
の
利
用
に
よ
り
第
十
二
条
の
規
定
に
対
す
る
著
し
い
違
反
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
を
停

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
委
員
会
は
、
当
該
違
反
が
継
続
す
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
当
該
文
化
財
を
一
覧
表
か
ら

削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
保
護
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

事
務
局
長
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
及
び
す
べ
て
の
締
約
国
に
対
し
、
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
よ
る
強
化
さ

れ
た
保
護
を
停
止
し
、
又
は
取
り
消
す
旨
の
決
定
の
通
報
を
遅
滞
な
く
送
付
す
る
。

４

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
委
員
会
は
、
３
に
規
定
す
る
決
定
を
行
う
前
に
、
締
約
国
に
対
し
、
そ
の
意
見
を
表
明
す
る
た

め
の
機
会
を
与
え
る
。

第
四
章

刑
事
上
の
責
任
及
び
裁
判
権

第
十
五
条

こ
の
議
定
書
の
著
し
い
違
反

１

故
意
に
、
か
つ
、
条
約
又
は
こ
の
議
定
書
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
次
の
い
ず
れ
の
行
為
も
、
こ
の
議
定
書
上
の
犯
罪
と
す

る
。
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強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

(a)

強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
又
は
そ
の
隣
接
す
る
周
囲
を
軍
事
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
。

(b)

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
の
広
範
な
破
壊
又
は
徴
発
を
行
う
こ
と
。

(c)

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

(d)

条
約
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
を
盗
取
し
、
略
奪
し
若
し
く
は
横
領
し
、
又
は
損
壊
す
る
こ
と
。

(e)
２

締
約
国
は
、
こ
の
条
に
規
定
す
る
犯
罪
を
自
国
の
国
内
法
上
の
犯
罪
と
す
る
た
め
、
及
び
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
適

当
な
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
と
る
。
締
約
国
は
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
に

当
た
り
、
法
の
一
般
原
則
及
び
国
際
法
（
行
為
を
直
接
に
行
う
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
個
人
の
刑
事
上
の
責
任
を
課
す
る

規
則
を
含
む
。
）
に
従
う
。

第
十
六
条

裁
判
権

１

２
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
締
約
国
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
前
条
に
規
定
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
自
国
の

裁
判
権
を
設
定
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
上
の
措
置
を
と
る
。

犯
罪
が
自
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
る
場
合

(a)
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容
疑
者
が
自
国
の
国
民
で
あ
る
場
合

(b)

同
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
場
合

(c)

(a)

(c)

２

裁
判
権
の
行
使
に
関
し
、
条
約
第
二
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
議
定
書
は
、
適
用
可
能
な
国
内
法
及
び
国
際
法
に
基
づ
き
個
人
が
刑
事
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
又
は
裁
判
権
が
行

(a)
使
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
国
際
慣
習
法
に
基
づ
く
裁
判
権
の
行
使
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
も

な
い
。

締
約
国
で
な
い
国
が
第
三
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
議
定
書
の
規
定
を
受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
場
合
を
除
く
ほ

(b)
か
、
締
約
国
で
な
い
国
の
軍
隊
の
構
成
員
及
び
国
民
（
締
約
国
の
軍
隊
に
お
い
て
勤
務
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
議

定
書
に
基
づ
き
個
人
の
刑
事
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
議
定
書
は
、
当
該
軍
隊
の
構
成
員
及
び
国
民

に
対
す
る
裁
判
権
を
設
定
し
、
又
は
当
該
軍
隊
の
構
成
員
及
び
国
民
を
引
き
渡
す
義
務
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
十
七
条

訴
追

１

締
約
国
は
、
第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
の
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た

(a)

(c)

場
合
に
お
い
て
、
当
該
容
疑
者
を
引
き
渡
さ
な
い
と
き
は
、
い
か
な
る
例
外
も
な
し
に
、
か
つ
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
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く
、
国
内
法
に
よ
る
手
続
又
は
適
用
可
能
な
国
際
法
の
関
連
規
則
に
よ
る
手
続
を
通
じ
て
、
訴
追
の
た
め
自
国
の
権
限
の
あ

る
当
局
に
事
件
を
付
託
す
る
。

２

適
用
可
能
な
国
際
法
の
関
連
規
則
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
自
己
に
つ
き
条
約
又
は
こ
の
議
定
書
に
関
連
し
て
訴
訟

手
続
が
と
ら
れ
て
い
る
い
ず
れ
の
者
も
、
当
該
訴
訟
手
続
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
国
内
法
及
び
国
際
法
に
従
っ
て
公
正

な
取
扱
い
及
び
公
正
な
裁
判
を
保
障
さ
れ
、
か
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
国
際
法
に
定
め
る
保
障
よ
り
も
不
利
な

保
障
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
十
八
条

犯
罪
人
引
渡
し

１

第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
前
に
締
約
国
間
に
存
在
す
る
犯
罪
人

(a)

(c)

引
渡
条
約
に
お
け
る
引
渡
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
。
締
約
国
は
、
相
互
間
で
そ
の
後
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
犯
罪
人
引
渡
条
約

に
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
引
渡
犯
罪
と
し
て
含
め
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

２

条
約
の
存
在
を
犯
罪
人
引
渡
し
の
条
件
と
す
る
締
約
国
は
、
自
国
と
の
間
に
犯
罪
人
引
渡
条
約
を
締
結
し
て
い
な
い
他
の

締
約
国
か
ら
犯
罪
人
引
渡
し
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
随
意
に
こ
の
議
定
書
を
第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す

(a)

(c)

る
犯
罪
に
関
す
る
犯
罪
人
引
渡
し
の
た
め
の
法
的
根
拠
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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３

条
約
の
存
在
を
犯
罪
人
引
渡
し
の
条
件
と
し
な
い
締
約
国
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
の
請
求
を
受
け
た
締
約
国
の
法
令
に
定
め

る
条
件
に
従
い
、
相
互
間
で
、
第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
を
引
渡
犯
罪
と
認
め
る
。

(a)

(c)

４

第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
は
、
締
約
国
間
の
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
し
て
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
当

(a)

(c)

該
犯
罪
が
発
生
し
た
場
所
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
第
十
六
条
１
の
規
定
に
従
っ
て
裁
判
権
を
設
定
し
た
締
約
国
の
領
域
内

に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

第
十
九
条

法
律
上
の
相
互
援
助

１

締
約
国
は
、
第
十
五
条
に
規
定
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
捜
査
、
刑
事
訴
訟
又
は
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
す
る
手
続
に

つ
い
て
、
相
互
に
最
大
限
の
援
助
（
こ
れ
ら
の
手
続
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
自
国
が
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
証
拠
の
収

集
に
係
る
援
助
を
含
む
。
）
を
与
え
る
。

２

締
約
国
は
、
相
互
間
に
法
律
上
の
相
互
援
助
に
関
す
る
条
約
又
は
他
の
取
極
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該
条
約
又
は
他

の
取
極
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
１
に
定
め
る
義
務
を
履
行
す
る
。
締
約
国
は
、
そ
の
よ
う
な
条
約
又
は
取
極
が
存
在
し
な
い

場
合
に
は
、
国
内
法
に
従
っ
て
相
互
に
援
助
を
与
え
る
。

第
二
十
条

拒
否
の
理
由



19

１

第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
し
、
ま
た
、
同
条
に
規
定
す
る
犯
罪

(a)

(c)

に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
相
互
援
助
に
関
し
、
政
治
犯
罪
、
政
治
犯
罪
に
関
連
す
る
犯
罪
又
は
政
治
的
な
動
機
に
よ
る
犯
罪

と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
犯
罪
、
政
治
犯
罪
に
関
連
す
る
犯
罪
又
は
政
治
的
な
動
機
に
よ
る
犯
罪
に

関
係
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
同
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
を
根
拠
と
す
る
犯
罪
人
引
渡
し
の
請
求
又

(a)

(c)

は
同
条
に
規
定
す
る
犯
罪
に
関
す
る
法
律
上
の
相
互
援
助
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
第
十
五
条
１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
犯
罪
を
根
拠
と
す
る
犯
罪
人
引
渡
し
の
請

(a)

(c)

求
又
は
同
条
に
規
定
す
る
犯
罪
に
関
す
る
法
律
上
の
相
互
援
助
の
要
請
を
受
け
た
締
約
国
が
、
こ
れ
ら
の
請
求
若
し
く
は
要

請
が
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、
民
族
的
出
身
若
し
く
は
政
治
的
意
見
を
理
由
と
し
て
こ
れ
ら
の
請
求
若
し
く
は
要
請
の
対
象
と

な
る
者
を
訴
追
し
若
し
く
は
処
罰
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
信
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
請
求
若
し
く
は
要
請
に
応
ず
る
こ
と
に

よ
り
そ
の
者
の
地
位
が
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
実
質
的
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
引
渡

し
を
行
い
、
又
は
法
律
上
の
相
互
援
助
を
与
え
る
義
務
を
課
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

他
の
違
反
に
関
す
る
措
置

条
約
第
二
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
締
約
国
は
、
故
意
に
行
わ
れ
る
次
の
行
為
を
抑
止
す
る
た
め
に
必
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要
な
立
法
上
、
行
政
上
又
は
懲
戒
上
の
措
置
を
と
る
。

条
約
又
は
こ
の
議
定
書
に
違
反
す
る
文
化
財
の
利
用

(a)

条
約
又
は
こ
の
議
定
書
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
占
領
地
域
か
ら
の
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
、
そ
の
他
の
移
動
又
は
所
有

(b)
権
の
移
転

第
五
章

国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護

第
二
十
二
条

国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争

１

こ
の
議
定
書
は
、
締
約
国
の
一
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
暴
動
、
独
立
の
又
は
散
発
的
な
暴
力
行
為
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
性
質
の
行
為
等
国
内
に
お
け
る
騒

乱
及
び
緊
張
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
の
主
権
又
は
、
あ
ら
ゆ
る
正
当
な
手
段
に
よ
っ
て
、
国
の
法
及
び
秩
序
を
維
持
し

若
し
く
は
回
復
し
若
し
く
は
国
の
統
一
を
維
持
し
及
び
領
土
を
保
全
す
る
た
め
の
政
府
の
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
援
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
が
領
域
内
で
生
ず
る
締
約
国
の
第
十
五
条
に
規
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定
す
る
違
反
行
為
に
対
す
る
第
一
次
の
裁
判
権
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。

５

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
武
力
紛
争
が
生
じ
て
い
る
締
約
国
の
領
域
に
お
け
る
当
該
武
力
紛
争
又
は
武
力
紛
争

が
生
じ
て
い
る
締
約
国
の
国
内
問
題
若
し
く
は
対
外
的
な
問
題
に
直
接
又
は
間
接
に
介
入
す
る
こ
と
を
、
そ
の
介
入
の
理
由

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
正
当
化
す
る
た
め
に
援
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

１
に
規
定
す
る
事
態
へ
の
こ
の
議
定
書
の
適
用
は
、
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

７

ユ
ネ
ス
コ
は
、
そ
の
役
務
を
紛
争
当
事
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

組
織
に
関
す
る
事
項

第
二
十
三
条

締
約
国
会
議

１

締
約
国
会
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
総
会
と
同
時
に
、
か
つ
、
条
約
締
約
国
の
会
合
が
事
務
局
長
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
場
合
に

は
当
該
条
約
締
約
国
の
会
合
と
調
整
の
上
、
開
催
さ
れ
る
。

２

締
約
国
会
議
は
、
そ
の
手
続
規
則
を
採
択
す
る
。

３

締
約
国
会
議
は
、
次
の
任
務
を
有
す
る
。

次
条
に
規
定
す
る
委
員
会
の
構
成
国
を
同
条
１
の
規
定
に
従
っ
て
選
出
す
る
こ
と
。

(a)
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次
条
に
規
定
す
る
委
員
会
が
第
二
十
七
条
１

の
規
定
に
従
っ
て
作
成
す
る
指
針
を
承
認
す
る
こ
と
。

(b)

(a)

次
条
に
規
定
す
る
委
員
会
に
よ
る
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
金
の
利
用
に
つ
い
て
、
指
針
を
提
供
し
、
及
び
監
督
す

(c)
る
こ
と
。

次
条
に
規
定
す
る
委
員
会
が
第
二
十
七
条
１

の
規
定
に
従
っ
て
提
出
す
る
報
告
書
を
審
議
す
る
こ
と
。

(d)

(d)

こ
の
議
定
書
の
適
用
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
討
議
し
、
及
び
適
当
な
場
合
に
は
勧
告
を
行
う
こ
と
。

(e)
４

事
務
局
長
は
、
締
約
国
の
少
な
く
と
も
五
分
の
一
の
要
請
に
よ
り
、
特
別
の
締
約
国
会
議
を
招
集
す
る
。

第
二
十
四
条

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
委
員
会

１

こ
の
議
定
書
に
よ
り
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

る
。
委
員
会
は
、
締
約
国
会
議
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
十
二
の
締
約
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

２

委
員
会
は
、
毎
年
一
回
、
通
常
会
期
と
し
て
会
合
す
る
も
の
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
臨
時
会

期
と
し
て
会
合
す
る
。

３

締
約
国
は
、
委
員
会
の
構
成
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
世
界
の
異
な
る
地
域
及
び
文
化
が
衡
平
に
代
表
さ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
よ
う
努
め
る
。
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４

委
員
会
の
構
成
国
は
、
自
国
の
代
表
と
し
て
文
化
遺
産
、
国
防
又
は
国
際
法
の
分
野
に
お
い
て
資
格
を
有
す
る
者
を
選
定

す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
相
互
に
協
議
の
上
、
委
員
会
が
全
体
と
し
て
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る
十
分
な
専
門
的

知
識
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
。

第
二
十
五
条

任
期

１

締
約
国
は
、
四
年
の
任
期
で
委
員
会
に
選
出
さ
れ
る
も
の
と
し
、
引
き
続
い
て
一
回
の
み
再
選
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
選
挙
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
構
成
国
の
二
分
の
一
の
任
期
は
、
当
該
選
挙
が
行
わ
れ

た
締
約
国
会
議
の
通
常
会
期
の
後
に
開
催
さ
れ
る
最
初
の
締
約
国
会
議
の
通
常
会
期
の
終
わ
り
に
終
了
す
る
。
こ
れ
ら
の
構

成
国
は
、
最
初
の
選
挙
の
後
に
締
約
国
会
議
の
議
長
に
よ
り
く
じ
引
で
選
ば
れ
る
。

第
二
十
六
条

手
続
規
則

１

委
員
会
は
、
そ
の
手
続
規
則
を
採
択
す
る
。

２

委
員
会
の
会
合
の
定
足
数
は
、
構
成
国
の
過
半
数
と
す
る
。
委
員
会
の
決
定
は
、
投
票
す
る
構
成
国
の
三
分
の
二
以
上
の

多
数
に
よ
る
議
決
で
行
う
。

３

委
員
会
の
構
成
国
は
、
自
国
が
当
事
者
で
あ
る
武
力
紛
争
の
影
響
を
受
け
る
文
化
財
に
関
す
る
い
か
な
る
決
定
に
つ
い
て
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も
、
投
票
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

任
務

１

委
員
会
は
、
次
の
任
務
を
有
す
る
。

こ
の
議
定
書
の
実
施
に
関
す
る
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
。

(a)

文
化
財
に
対
し
て
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
し
、
停
止
し
、
又
は
取
り
消
す
こ
と
並
び
に
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ

(b)
る
文
化
財
の
一
覧
表
を
作
成
し
、
維
持
し
、
及
び
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

こ
の
議
定
書
の
実
施
を
監
視
し
、
及
び
監
督
す
る
こ
と
並
び
に
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
置
か
れ
る
文
化
財
の
認
定
を

(c)
促
進
す
る
こ
と
。

締
約
国
の
報
告
に
つ
い
て
検
討
し
、
意
見
を
述
べ
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
説
明
を
求
め
、
並
び
に
締
約
国
会
議
に
提
出

(d)
す
る
た
め
に
こ
の
議
定
書
の
実
施
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
国
際
的
援
助
の
要
請
を
受
領
し
、
及
び
検
討
す
る
こ
と
。

(e)

第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
金
の
利
用
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
こ
と
。

(f)

締
約
国
会
議
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
。

(g)
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２

委
員
会
の
任
務
は
、
事
務
局
長
と
協
力
し
て
遂
行
す
る
。

３

委
員
会
は
、
条
約
、
第
一
議
定
書
及
び
こ
の
議
定
書
の
目
的
と
同
様
の
目
的
を
有
す
る
政
府
間
国
際
機
関
及
び
国
際
的
な

非
政
府
機
関
並
び
に
国
内
の
政
府
機
関
及
び
非
政
府
機
関
と
協
力
す
る
。
委
員
会
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
つ
い
て
支
援
を

受
け
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
と
公
式
の
関
係
を
有
す
る
専
門
的
機
関
等
の
著
名
な
専
門
的
機
関
（
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
国
際
委
員

会
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
及
び
そ
の
構
成
機
関
を
含
む
。
）
を
顧
問
の
資
格
で
委
員
会
の
会
合
に
招
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
委
員
会
は
、
文
化
財
の
保
存
及
び
修
復
の
研
究
の
た
め
の
国
際
セ
ン
タ
ー
（
ロ
ー
マ
・
セ
ン
タ
ー
）
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｏ

Ｍ
）
及
び
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
代
表
に
つ
い
て
も
、
顧
問
の
資
格
で
出
席
す
る
よ
う
招
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
二
十
八
条

事
務
局

委
員
会
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
の
補
佐
を
受
け
る
も
の
と
し
、
同
事
務
局
は
、
委
員
会
の
書
類
及
び
会
合
の
議
事
日
程
を
作

成
し
、
並
び
に
委
員
会
の
決
定
の
実
施
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
。

第
二
十
九
条

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
基
金

１

こ
の
議
定
書
に
よ
り
、
次
の
目
的
の
た
め
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
基
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
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「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
立
す
る
。

特
に
第
五
条
、
第
十
条

及
び
次
条
の
規
定
に
従
っ
て
平
時
に
と
ら
れ
る
準
備
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
支
援
す
る
た
め

(a)

(b)

の
財
政
上
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
。

武
力
紛
争
の
期
間
中
又
は
敵
対
行
為
の
終
了
後
の
当
面
の
復
旧
の
間
に
お
い
て
特
に
第
八
条

の
規
定
に
従
っ
て
文
化

(b)

(a)

財
を
保
護
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
緊
急
の
措
置
、
暫
定
的
な
措
置
そ
の
他
の
措
置
に
関
し
、
財
政
上
そ
の
他
の
援
助
を
提

供
す
る
こ
と
。

２

基
金
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
財
政
規
則
に
基
づ
く
信
託
基
金
と
す
る
。

３

基
金
か
ら
支
出
さ
れ
た
資
金
は
、
委
員
会
が
第
二
十
三
条
３

に
規
定
す
る
指
針
に
従
っ
て
決
定
す
る
目
的
の
た
め
に
の

(c)

み
使
用
す
る
。
委
員
会
は
、
特
定
の
計
画
又
は
事
業
に
用
途
を
限
っ
た
拠
出
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

が
当
該
計
画
又
は
事
業
の
実
施
を
決
定
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。

４

基
金
の
資
金
は
、
次
の
も
の
か
ら
成
る
。

締
約
国
か
ら
の
任
意
拠
出
金

(a)

次
の
者
か
ら
の
拠
出
金
、
贈
与
又
は
遺
贈

(b)
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締
約
国
以
外
の
国

(i)

ユ
ネ
ス
コ
又
は
国
際
連
合
の
他
の
機
関

(ii)

他
の
政
府
間
機
関
又
は
非
政
府
機
関

(iii)

公
私
の
機
関
又
は
個
人

(iv)
基
金
か
ら
生
ず
る
利
子

(c)

募
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
資
金
及
び
基
金
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
行
事
に
よ
る
収
入

(d)

基
金
に
適
用
さ
れ
る
指
針
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
資
金

(e)

第
七
章

情
報
の
周
知
及
び
国
際
的
援
助

第
三
十
条

周
知

１

締
約
国
は
、
適
当
な
手
段
を
用
い
て
、
特
に
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
業
計
画
を
通
じ
て
、
自
国
の
す
べ
て
の
住
民
が

文
化
財
を
評
価
し
、
及
び
尊
重
す
る
こ
と
を
強
化
す
る
よ
う
努
め
る
。

２

締
約
国
は
、
平
時
及
び
武
力
紛
争
の
際
の
双
方
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
広
い
範
囲
に
お
い
て
こ
の
議
定
書
の
周
知
を
図

る
。
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３

武
力
紛
争
の
際
に
こ
の
議
定
書
の
適
用
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
軍
当
局
及
び
軍
当
局
以
外
の
当
局
は
、
こ
の
議
定
書
の

内
容
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
の
指
針
及
び
命
令
を
自
国
の
軍
事
上
の
規
則
に
含
め
る
こ
と
。

(a)

ユ
ネ
ス
コ
並
び
に
関
連
の
政
府
機
関
及
び
非
政
府
機
関
と
協
力
し
て
、
平
時
の
訓
練
及
び
教
育
に
関
す
る
事
業
計
画
を

(b)
作
成
し
、
及
び
実
施
す
る
こ
と
。

事
務
局
長
を
通
じ
て
、

及
び

の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
及
び
行
政
規
則
並
び
に
当
該
規
定
を

(c)

(a)

(b)

実
施
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
に
関
す
る
情
報
を
相
互
に
通
報
す
る
こ
と
。

事
務
局
長
を
通
じ
て
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
こ
の
議
定
書
の
適
用
を
確
保
す
る
た
め
に
自
国
が
制
定
す
る
法
律
及

(d)
び
行
政
規
則
を
相
互
に
通
報
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条

国
際
協
力

締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
に
対
す
る
著
し
い
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
及
び
国
際
連
合
と
協
力
し
て
、
か
つ
、
国

際
連
合
憲
章
に
従
っ
て
、
単
独
で
又
は
委
員
会
を
通
じ
て
共
同
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
三
十
二
条

国
際
的
援
助
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１

締
約
国
は
、
委
員
会
に
対
し
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
に
関
す
る
国
際
的
援
助
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に

よ
る
法
律
、
行
政
規
則
及
び
措
置
の
立
案
、
制
定
又
は
実
施
に
関
す
る
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
な
い
紛
争
当
事
国
で
あ
っ
て
、
第
三
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
議
定
書
の
規
定
を
受
諾
し
、

か
つ
、
適
用
す
る
も
の
は
、
委
員
会
に
対
し
、
適
当
な
国
際
的
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

委
員
会
は
、
国
際
的
援
助
の
要
請
の
提
出
に
関
す
る
規
則
を
採
択
し
、
及
び
国
際
的
援
助
の
形
態
に
つ
い
て
定
め
る
。

４

締
約
国
は
、
要
請
を
行
う
締
約
国
又
は
紛
争
当
事
国
に
対
し
、
委
員
会
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
技
術
上
の
援
助
を

与
え
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
。

第
三
十
三
条

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
援
助

１

締
約
国
は
、
自
国
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
（
文
化
財
の
保
全
の
た
め
の
準
備
活
動
、
緊
急
事
態
に
対
す

る
予
防
措
置
及
び
制
度
上
の
措
置
の
実
施
、
自
国
の
文
化
財
の
目
録
の
作
成
等
）
に
つ
い
て
、
又
は
こ
の
議
定
書
の
適
用
か

ら
生
ず
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
に
技
術
上
の
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ユ
ネ
ス
コ

は
、
そ
の
計
画
及
び
資
力
の
範
囲
内
で
当
該
援
助
を
与
え
る
。

２

締
約
国
は
、
二
国
間
又
は
多
数
国
間
で
技
術
上
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
。
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３

ユ
ネ
ス
コ
は
、
そ
の
発
意
に
よ
り
、
締
約
国
に
対
し
１
及
び
２
の
事
項
に
関
す
る
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
章

議
定
書
の
実
施

第
三
十
四
条

利
益
保
護
国

こ
の
議
定
書
は
、
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
の
利
益
の
保
護
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
利
益
保
護
国
の
協
力
を
得
て
適
用
す

る
。

第
三
十
五
条

調
停
手
続

１

利
益
保
護
国
は
、
文
化
財
の
保
護
の
た
め
に
有
益
と
認
め
る
す
べ
て
の
場
合
、
特
に
、
こ
の
議
定
書
の
適
用
又
は
解
釈
に

関
し
て
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
。

２

こ
の
た
め
、
各
利
益
保
護
国
は
、
一
の
締
約
国
若
し
く
は
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
又
は
自
己
の
発
意
に
よ
り
、
紛

争
当
事
国
た
る
締
約
国
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
、
特
に
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
当
局
が
、
適
当
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
紛
争
当
事
国
で
な
い
国
の
領
域
に
お
い
て
、
会
合
す
る
よ
う
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
当
事

国
た
る
締
約
国
は
、
自
国
に
対
し
て
な
さ
れ
た
会
合
の
提
案
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
益
保
護
国
は
、
紛
争
当
事
国

た
る
締
約
国
に
対
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
た
め
、
紛
争
当
事
国
で
な
い
国
に
属
す
る
者
又
は
事
務
局
長
か
ら
提
示
さ
れ
た
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者
で
あ
っ
て
当
該
会
合
に
議
長
の
資
格
で
参
加
す
る
よ
う
招
請
さ
れ
る
も
の
を
提
案
す
る
。

第
三
十
六
条

利
益
保
護
国
が
な
い
場
合
の
調
停

１

事
務
局
長
は
、
利
益
保
護
国
が
任
命
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
紛
争
に
お
い
て
、
意
見
の
相
違
を
解
決
す
る
た
め
、
あ
っ
せ

ん
を
行
い
、
又
は
そ
の
他
調
停
若
し
く
は
仲
介
の
手
段
を
用
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

委
員
会
の
議
長
は
、
一
の
締
約
国
又
は
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
者
、
特
に
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
当
局
が
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
紛
争
当
事
国
で
な
い

国
の
領
域
に
お
い
て
、
会
合
す
る
よ
う
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
七
条

訳
文
及
び
報
告

１

締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
を
自
国
の
公
用
語
に
翻
訳
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
公
定
訳
文
を
事
務
局
長
に
送
付
す
る
。

２

締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
の
実
施
に
関
す
る
報
告
を
四
年
に
一
回
委
員
会
に
提
出
す
る
。

第
三
十
八
条

国
家
責
任

個
人
の
刑
事
上
の
責
任
に
関
す
る
こ
の
議
定
書
の
規
定
は
、
国
際
法
に
基
づ
く
国
家
責
任
（
賠
償
を
支
払
う
義
務
を
含
む
。
）

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
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第
九
章

最
終
規
定

第
三
十
九
条

用
語

こ
の
議
定
書
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に

よ
り
作
成
す
る
。

第
四
十
条

署
名

こ
の
議
定
書
は
、
千
九
百
九
十
九
年
三
月
二
十
六
日
の
日
付
を
有
す
る
も
の
と
し
、
千
九
百
九
十
九
年
五
月
十
七
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
ハ
ー
グ
に
お
い
て
す
べ
て
の
条
約
締
約
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
四
十
一
条

批
准
、
受
諾
又
は
承
認

１

こ
の
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
条
約
締
約
国
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
憲
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
批
准
さ

れ
、
受
諾
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

第
四
十
二
条

加
入

１

こ
の
議
定
書
は
、
二
千
年
一
月
一
日
以
後
は
、
他
の
条
約
締
約
国
に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。
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２

加
入
は
、
事
務
局
長
に
加
入
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

第
四
十
三
条

効
力
発
生

１

こ
の
議
定
書
は
、
二
十
の
国
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
が
寄
託
さ
れ
た
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
そ
の
後
は
、
各
締
約
国
に
つ
い
て
、
そ
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
箇

月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
四
十
四
条

武
力
紛
争
の
事
態
に
お
け
る
効
力
発
生

条
約
第
十
八
条
又
は
第
十
九
条
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
紛
争
当
事
国
が
敵
対
行
為
又
は
占
領
の
開
始
前
又
は
開
始
後

に
行
っ
た
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
は
、
直
ち
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
事
務
局
長
は
、
第
四
十
六
条
に
規

定
す
る
通
報
を
最
も
速
や
か
な
方
法
で
送
付
す
る
。

第
四
十
五
条

廃
棄

１

締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

廃
棄
は
、
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
文
書
に
よ
り
通
告
す
る
。

３

廃
棄
は
、
廃
棄
書
の
受
領
の
後
一
年
で
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
廃
棄
を
行
う
締
約
国
が
こ
の
期
間
の
満
了
の
時
に
お
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い
て
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
廃
棄
は
、
敵
対
行
為
の
終
了
の
時
又
は
文
化
財
の
返
還
に
関
す
る
業
務

が
完
了
す
る
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
四
十
六
条

通
報

事
務
局
長
は
、
す
べ
て
の
条
約
締
約
国
及
び
国
際
連
合
に
対
し
、
第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
批

准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
及
び
加
入
書
の
寄
託
並
び
に
前
条
に
規
定
す
る
廃
棄
を
通
報
す
る
。

第
四
十
七
条

国
際
連
合
へ
の
登
録

こ
の
議
定
書
は
、
事
務
局
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
国
際
連
合
事
務
局
に
登

録
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

千
九
百
九
十
九
年
三
月
二
十
六
日
に
ハ
ー
グ
で
、
本
書
一
通
を
作
成
し
た
。
本
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
に
寄

託
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
す
べ
て
の
条
約
締
約
国
に
送
付
す
る
。







２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
解
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特

定
文
化
財
管
理
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
の
指
定
）

第
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
に
係
る
文
化
財

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
文
化
財
を
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
文
化
財
の
種
類
（
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料

そ
の
他
の
当
該
文
化
財
の
種
類
を
い
う
。
）
、
特
徴
（
寸
法
、
重
量
、
材
質
、
形
状
、
色
そ
の
他
の
当
該
文
化
財
の
特
徴
を

い
う
。
）
等
に
係
る
通
知
の
記
載
が
当
該
文
化
財
を
特
定
で
き
る
程
度
に
明
確
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
議
定
書
締
約
国
文
化
財
で
あ
る
こ
と
。

二

法
の
施
行
前
に
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
議
定
書
の
締
約
国
間
の
武
力
紛
争
に
お
い
て
占
領
さ
れ

て
い
た
地
域
か
ら
輸
出
さ
れ
た
議
定
書
締
約
国
文
化
財
で
な
い
こ
と
。



（
指
定
の
解
除
）

第
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
に
つ
い
て
そ
の
指
定
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
指
定
を
解
除
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
解
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
標
章
の
使
用
方
法
）

第
六
条

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
内
文
化
財
（
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
国
内
文
化
財
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
を
識
別
さ
せ
る
た
め
に
特
殊
標
章
（
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
一
個
の
特
殊
標
章
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
内
文
化
財
の
輸
送
（
条
約
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
そ
の
他
の
輸
送
手
段
を
識
別
さ
せ
る
た
め
に
特
殊
標
章
を
使
用
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
三
個
の
特
殊
標
章
を
三
角
形
の
形
（
一
個
を
下
方
に
置
く
。
）
に
並
べ
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
特
殊
標
章
は
、
昼
間
に
お
い
て
上
空
及
び
地
上
か
ら
明
確
に
視
認
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
内
文
化
財
を
正
当
な
権
原
に
基
づ
き
管
理
す
る
者
（
次
条
及
び
第
八
条
に



お
い
て
「
国
内
文
化
財
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
不
動
産
で
あ
る
国
内
文
化
財
（
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
以
外

の
各
省
各
庁
の
長
（
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い

う
。
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
識
別
さ
せ
る
た
め
に
特
殊
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
、

第
八
条
第
一
項
の
許
可
証
を
同
時
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
殊
標
章
の
使
用
の
許
可
の
申
請
）

第
七
条

国
内
文
化
財
管
理
者
は
、
法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
特
殊
標
章
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
内
文
化
財
の
名
称
及
び
所
在
地

二

国
内
文
化
財
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
国
内
文
化
財
管
理
者
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
を
変
更
し

た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
交
付
等
）



第
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
を
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
国
内
文

化
財
管
理
者
に
許
可
証
を
交
付
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
国
内
文
化
財
管
理
者
は
、
当
該
許
可
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と

き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
て
、
許
可
証
に
変
更
に
係
る
事
項
の
記
載
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
許
可
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
国
内
文
化
財
管
理
者
は
、
当
該
許
可
証
を
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破

損
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
許
可
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
汚
損
し
、

又
は
破
損
し
た
許
可
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
特
殊
標
章
の
使
用
）

第
九
条

文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る
不
動
産
で
あ
る
国
内
文
化
財
を
識
別
さ
せ
る
た
め
に
特
殊
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
、

文
部
科
学
大
臣
が
当
該
文
化
財
を
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
を
同
時
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各
省
各
庁
の
長
に
よ
る
特
殊
標
章
の
使
用
）

第
十
条

文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各
省
各
庁
の
長
が
管
理
す
る
不
動
産
で
あ
る
国
内
文
化
財
を
識
別
さ
せ
る
た
め
に
特
殊
標
章



を
使
用
す
る
場
合
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
同
意
書
を
同
時
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各
省
各
庁
の
長
が
法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る

同
意
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
許
可
」
と

あ
る
の
は
「
同
意
」
と
、
第
八
条
中
「
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
同
意
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
証
の
様
式
）

第
十
一
条

第
八
条
第
一
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
十
二
条

法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
標
章
の
様
式
）

第
十
三
条

特
殊
標
章
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。



別記様式第１（第11条関係）

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

年 月 日

文部科学大臣 印

管理者名

文化財の名称

文化財の所在地

許可証
特殊標章使用

同意書

第 号

武力紛争の際の文化財の保護に関する法律第６条第２項

を許可する。
ただし書の特殊標章の使用

に同意する。



別記様式第２（第12条関係）
（表 面）

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ６とする。

文部科学大臣 印

押 出

スタンプ

写

真

押 出

スタンプ

写

真

武力紛争の際の文化財の保護に関する法律第６条第３項の規定による

身 分 証 明 書

職名及び氏名

年 月 日生

年 月 日交付

第 号

（署名）



（裏 面）

武力紛争の際の文化財の保護に関する法律（抄）

第6条 （略）

2 （略）

3   文部科学大臣は、国内文化財の保護に関する職務を行う国又は

地方公共団体の職員、利益保護国の代表（施行規則第３条の規定

により任命された者をいう。以下この項において同じ。）、文化

財管理官（施行規則第４条１の規定により選定され、又は同条２

の規定により任命された者をいう。以下この項において同じ。）、

査察員（施行規則第７条１の規定により文化財管理官がその派遣

先の国に対し推薦し、その承認を得て任命した者をいう。以下こ

の項において同じ。）及び専門家（同条２の規定により利益保護

国の代表、文化財管理官又は査察員がそれらの派遣先の国に対し

推薦し、その承認を得て任命した者をいう。）に対し、武力攻撃

事態において、これらの者を識別させるため、文部科学省令で定

めるところにより、特殊標章を表示した腕章及び身分証明書を交

付するものとする。

4 前項の規定により特殊標章を表示した腕章及び身分証明書の交

付を受けた者は、その職務を行うに際し、当該腕章を着用し、か

つ、当該身分証明書を携帯するものとする。

5 （略）



別記様式第３（第13条関係）

注１ 色彩については、斜線の部分は紺青色、その他の部分は白色とす
る。

注２ 使用の際には、適宜見やすい大きさとすること。
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